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３　月
定例会

▲「大谷幼稚園の修了証書授与式」（応募者：大谷幼稚園）� 〈採用作品第６号〉

総額１，７２８億円の平成２４年度当初予算を可決

　３月定例会は２月２３日から３月１６日までの２３日間の日程で開かれました。
　今議会では、新たに策定した第２期経営計画やドーム型競技場に対する質問などが多くあったほか、吉林・山形
友好会館の現地調査結果、上山市大石蔭地区への新清掃工場建設断念の報告などがあり、活発な議論が行われました。
　議案は、道路の除排雪経費などの補正予算や各会計の平成２４年度当初予算、１０月に開設する市民防災センター条
例の設定など市長提出の議案３８件と市議会委員会条例を一部改正する議会案１件が提案されました。
　各委員会審査の中では、予算委員会で２４年度一般会計予算についての修正案が提出され、産業文教委員会では
ドーム型競技場建設基金を設置する議案に対して付帯決議を行うなど、それぞれ慎重に審議されました。
　その結果、２４年度一般会計予算、基金の設置・管理及び
処分に関する条例の一部改正、市税条例の一部改正の３件
については、原案のとおり賛成多数で可決しました。その
ほかの議案については、いずれも全員異議なく可決、同意
および認定しました。
　また請願は、新たに提出された２件と継続審査中の１件
を審議し、いずれも継続審査としました。

一般質問……………………………………２
予算委員会審査報告（新年度）…………９
予算委員会審査報告（補正）……………１５
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一般会計予算は賛成多数で原案どおり決定
 ドーム型競技場建設に対して付帯決議

　卒園式での合唱の様子です。6５人の
子どもたちが大きな希望を胸に幼稚園
を卒園しました。



後
藤　
誠
一

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）
公
有
財
産
へ
の
再
認
識
と
有
効
利
活
用
、
産
業
振

興
策
と
支
援
政
策
、
須
川
の
沿
線
開
発
と
可
能
性

に
つ
い
て　
ほ
か

山
形
の
将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　
活
発
な
議
論
を
展
開

一般質問

渋
江　
朋
博

（
緑
政
・
民
主
・
公
明
ク
ラ
ブ
）
山
形
市
の
安
全
・
安
心
、
県
外
避
難
者
の
受
け
入

れ
へ
の
支
援
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
、
施
設
整
備

方
針
に
つ
い
て　
ほ
か

質
問
者

質
問
の
要
旨

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
れ

　
　
　
新
し
い
屋
内
型
幼
児
遊
戯

施
設
の
候
補
地
が
樋と
よ
ご
し越
地
区
に
決

定
し
た
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
と
い
う
市
の
重
要
課
題
と
矛
盾

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
回
は
「
無
料
の
駐
車
場

が
あ
る
、
屋
内
の
広
い
遊
び
場
が

欲
し
い
」
と
の
要
望
に
沿
っ
て
用

地
を
選
定
し
た
。
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
便
性
に
優
れ
、
効
率

的
な
整
備
を
行
う
こ
と
が
可
能
な

こ
と
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

概
念
に
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
な
ど
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
予
定
地

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
２４
年
度
に
新
野
球
場

と
ド
ー
ム
型
競
技
場
の
基
本
構
想

を
策
定
し
、
建
設
予
定
地
を
整
理

し
た
上
で
全
体
的
な
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
計
画
の
実
施
計
画
の
見
直
し

の
中
で
明
確
に
す
る
。

　
　
　
小
白
川
街
道
は
重
要
な
生

活
道
路
だ
が
、
道
幅
が
狭
く
大
変

危
険
で
あ
る
。
電
線
地
中
化
や
融

雪
道
路
化
を
行
う
た
め
、
道
路
拡

幅
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
沿
道
に
は
住
宅
や
店
舗
な

ど
が
連
な
っ
て
お
り
、
道
路
拡
幅

あ
る
い
は
電
線
地
中
化
な
ど
も
困

難
で
あ
る
。
降
雪
時
は
特
定
幹
線

道
路
と
し
て
優
先
的
な
除
排
雪
を

徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
一
般
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
が
進
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
な
る

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
リ
ビ

ン
グ
な
ど
の
部
分
的
な
耐
震
改
修

に
も
補
助
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
２４
年
度
は
耐
震
改
修
補
助

の
条
件
と
な
る
耐
震
診
断
の
実
施

戸
数
を
増
や
す
計
画
で
あ
り
、
施

工
業
者
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

渋
江　
朋
博 

議
員

今
野　
誠
一

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
会
議
員
団

）
第
２
期
経
営
計
画
、
地
域
経
済
の
発
展
、
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

武
田　
新
世

（
緑
政
・
民
主
・
公
明
ク
ラ
ブ
）
女
性
専
門
外
来
の
開
設
、
市
営
住
宅
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
学
校
の
安
全
確
保
、
学
校
の

防
災
機
能
の
強
化
に
つ
い
て　
ほ
か

尾
形　
源
二

（
改
革
会
議
）

都
市
計
画
道
路
四
日
町
日
月
山
線
の
整
備
と
沿
線

街
づ
く
り
、
行
財
政
改
革
と
機
構
改
革
に
つ
い
て　

ほ
か

石
沢　
秀
夫

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）
ゴ
ミ
処
理
問
題
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
と
県
と

の
連
携
、
墓
地
公
園
の
建
設
に
着
手
を
、
公
契
約

条
例
制
定
に
向
け
て　
ほ
か

長
谷
川
幸
司

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）
山
形
市
第
２
期
経
営
計
画
、
コ
ン
ビ
ニ
納
税
な

ど
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
、
職
員
の
勤
務
意
識

に
つ
い
て　
ほ
か

伊
藤
美
代
子

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）
風
呂
な
し
市
営
住
宅
の
原
状
復
帰
、
第
５
期
介
護

保
険
改
正
、
障
が
い
者
の
自
家
用
車
給
油
料
金
助

成
に
つ
い
て　
ほ
か

●一般質問は、紙面の都合により内容を要約してお知らせしています。また、議会ホームページで質問の様子が録画映像で
　ご覧いただけます。 2



職
員
の
あ
ふ
れ
る
熱
意
で

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
山
形
に

　
　
　
本
市
は
雇
用
の
場
が
少
な

い
。
愛
媛
県
西
条
市
で
は
企
業
支

援
や
産
業
創
出
を
担
う
会
社
を
設

立
し
、
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
取

り
組
み
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
本

市
で
も
成
果
を
出
せ
る
産
業
振
興

戦
略
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
県
の
産
業
創
造
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
産
業
の
振

興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
新
産
業

団
地
の
開
発
を
進
め
、
地
元
企
業

と
の
連
携
や
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
る
付
加
価
値
の
高
い
企
業
の
集

積
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
屋
内
型
幼
児
遊
戯
施
設
の

建
設
を
断
念
し
た
嶋
遺
跡
公
園
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備

を
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
遊

戯
施
設
の
建
設
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
嶋
遺
跡
公
園
は
、
平
成
２７

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
遊
具
広

場
や
住
居
跡
の
平
面
表
示
、
遺
構

を
解
説
す
る
展
示
あ
ず
ま
や
な
ど

を
整
備
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

屋
内
型
幼
児
遊
戯
施
設
は
樋
越
地

区
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
２４
年

度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て
２６
年
度

中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
県
内
各
地
で
ナ
ラ
枯
れ
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
里
山
の

ナ
ラ
を
燃
料
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
図
る
こ

と
で
、
ナ
ラ
枯
れ
防
止
に
よ
る
景

観
の
維
持
、
さ
ら
に
は
野
生
動
物

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
に
も

効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
ナ
ラ
な
ど
を
燃
料
と
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
普

及
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
用

に
努
め
、
森
林
の
保
全
や
景
観
の

維
持
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
金
井
地
区
で
整
備
し
た
須

川
河
川
敷
の
ほ
な
み
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
多
く
の
住
民
に
利
用
さ
れ
、

先
日
、
国
の
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支

援
制
度
に
も
登
録
さ
れ
た
。
よ
り

多
く
の
市
民
が
こ
の
施
設
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
と
市
と
地
元
住
民
で
策

定
し
た
須
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
地
元
や

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
広
く
市

民
が
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
山
形
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
に
つ
い
て
、
実
施
時
期
な
ど

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
街
地
内
で
の
コ
ー
ス
選

定
を
基
本
に
２５
年
秋
の
開
催
を
目

指
し
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
市
に
多
い
共
働
き
世
帯

で
は
、
金
融
機
関
窓
口
で
の
市
税

や
保
育
料
な
ど
の
納
付
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
を
活

用
し
、
納
付
機
会
の
拡
大
・
納
付

率
の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
軽
自
動
車
税
な
ど
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

が
、
市
税
や
保
育
料
な
ど
に
つ
い

て
も
、
他
市
の
状
況
を
調
査
し
な

が
ら
別
の
方
法
も
含
め
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

　
　
　
山
形
を
よ
い
街
に
す
る
に

は
、
心
か
ら
山
形
を
愛
す
る
熱
い

気
持
ち
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
が

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
意
識
改
革
も
含
め
た
研
修

体
系
の
整
備
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
使
命
感
を

持
っ
た
魅
力
あ
る
職
員
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲屋内型幼児遊戯施設が建設される予定の樋越地区

長
谷
川
幸
司 
議
員

▲歩行者の安全が懸念される小白川街道

て
い
く
。
ま
た
、
耐
震
工
事
の
中

で
部
分
的
な
対
応
が
で
き
る
の
か

調
査
し
た
い
。

　
　
　
震
災
後
、
独
自
に
減
免
措

置
を
講
じ
て
い
る
幼
稚
園
が
あ

る
。
市
長
は
国
に
支
援
を
要
望
し

て
い
る
が
、
今
の
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
教
員
の
補
充
に
つ
い

て
も
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
今
後
も
関
係
機
関
に
要
望

し
て
い
く
が
、
県
の
補
助
制
度
も

十
分
活
用
し
て
ほ
し
い
。
国
の
補

正
予
算
が
な
い
か
な
ど
状
況
を
把

握
し
て
い
く
。

　
　
　
災
害
時
備
蓄
品
に
対
す
る

国
の
支
援
は
保
育
園
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
幼
稚
園
に
も
同
様
の
支

援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
災
害
時
備
蓄
品
に
つ
い
て

は
市
独
自
に
教
職
員
研
修
費
等
補

助
金
で
対
象
に
し
て
い
る
。
国
の

支
援
に
つ
い
て
は
機
会
を
捉
え
て

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ポ
リ
オ
の
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
ま
だ
国
に
承
認
さ
れ
て
い
な

い
が
、
希
望
者
に
は
接
種
の
機
会

を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
厚
生
労
働
省
で
は
今
年
秋

頃
ま
で
の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
導
入
を
目
指
し
て
お
り
、
国
の

承
認
を
待
っ
て
実
施
し
た
い
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
は

和
式
が
多
く
、
今
の
生
活
様
式
に

合
っ
て
い
な
い
。
避
難
場
所
と
な

る
こ
と
か
ら
も
、
誰
も
が
安
心
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
な
整
備
・
改

修
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
学
校
改
築
や
大
規
模
改
修

の
際
に
は
、
洋
式
化
な
ど
と
併
せ

て
多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備
も
進
め

て
い
る
。
今
後
も
ト
イ
レ
の
環
境

改
善
に
向
け
年
次
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

嶋遺跡公園

山形市
浄化センター

山形市立
第九小学校

山形済生病院

総合スポーツ
センター

馬
見
ヶ
崎
川樋越地区

平成２４年５月１日／１８０号
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

充
実
を
図
れ

　
　
　
新
清
掃
工
場
の
建
設
が
当

初
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
経
費
負
担
が
２２
億
８

５
０
０
万
円
と
い
う
指
摘
が
あ
る

が
、
精
査
し
た
数
字
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
平
成
２２
年
度
ま
で
に
広
域

環
境
事
務
組
合
が
新
清
掃
工
場
建

設
事
業
に
要
し
た
経
費
は
、
約
１２

億
４
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
の
立
谷
川
・
半

郷
両
清
掃
工
場
に
つ
い
て
は
、
１８

年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で
の
３
カ
年

で
、
６
億
１
８
０
０
万
円
を
か
け

基
幹
整
備
の
改
修
工
事
を
行
っ
た

ほ
か
、
３０
年
度
ま
で
の
稼
動
延
長

の
た
め
の
改
修
工
事
費
用
と
し

て
、
約
４
億
１
０
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
　
県
と
協
議
し
、
あ
か
ね
ヶ

丘
陸
上
競
技
場
を
市
が
第
一
種
公

認
陸
上
競
技
場
に
改
修
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
Ｊ
リ
ー
グ
も
行
え

る
サ
ッ
カ
ー
場
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
あ
か
ね
ヶ
丘
陸
上
競
技
場

は
市
内
で
唯
一
の
第
三
種
公
認
陸

上
競
技
場
で
あ
り
、
引
き
続
き
県

で
の
運
営
を
希
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
県
に
お
い
て
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス

タ
ジ
ア
ム
の
施
設
整
備
を
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
の
拠
点
変
更
が
見
込
ま
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
Ｊ
リ
ー
グ
対
応
の

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
本
市
に

建
設
す
る
計
画
は
な
い
。

　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
お
よ
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
競
技
場
を

東
・
西
・
南
・
北
・
中
央
の
５
カ

所
に
整
備
し
、
そ
の
内
の
１
つ
を

本
格
的
な
大
会
が
開
催
で
き
る
も

の
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
河
川
敷
な
ど
を
有
効
利
用

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

石
沢　
秀
夫 

議
員

無
駄
の
な
い
、
で
も
あ
っ
た
か
い

福
祉
行
政
の
推
進
を

　
　
　
風
呂
が
付
い
て
い
な
い
市

営
住
宅
は
、
入
退
居
時
の
費
用
負

担
が
大
き
く
、
ま
だ
使
用
可
能
な

風
呂
を
処
分
す
る
こ
と
は
環
境
に

も
良
く
な
い
。
風
呂
を
標
準
装
備

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
全
て
の
市
営
住
宅
に
風
呂

を
設
置
す
る
こ
と
は
経
費
的
に
難

し
い
が
、
今
後
、
風
呂
の
レ
ン
タ

ル
方
式
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
認
知
症
に
効
果
が
あ
り
、

脳
が
目
覚
め
る
ア
ー
ト
と
い
わ
れ

る
「
臨※
１

床
美
術
」
を
介
護
者
も
一

緒
に
行
え
ば
効
果
が
大
き
い
。
臨

床
美
術
講
座
の
拡
充
と
臨
床
美
術

士
養
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
認
知
症
予
防
を
狙
い
と
す

る
介
護
予
防
事
業
に
、
臨
床
美
術

講
座
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の

効
果
を
分
析
し
な
が
ら
、
ど
う
活

用
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。
東

北
芸
工
大
で
の
養
成
講
座
な
ど
広

く
市
民
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
。

　
　
　
若
年
性
認
知
症
が
増
え
て

お
り
、
家
族
の
介
護
負
担
が
大
き

い
。
若
年
性
認
知
症
の
た
め
の
就

労
対
策
や
居
場
所
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
や
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

な
ど
、普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

自
宅
以
外
の
居
場
所
と
し
て
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ
ア
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
利

用
で
き
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
て
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
他
市
で
は
介
護
マ
ー
ク
の

プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
周
り
を
気

に
せ
ず
介
護
で
き
る
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
介
護
中
に
周
囲
か
ら
偏
見

や
誤
解
を
受
け
な
い
よ
う
介
護

マ
ー
ク
を
作
成
し
、
必
要
な
人
に

２４
年
度
か
ら
配
布
し
て
い
く
。

　
　
　
在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る

人
に
栄
養
管
理
を
習
得
し
て
も
ら

う
た
め
、
管
理
栄
養
士
の
訪
問
指

導
や
講
習
会
な
ど
を
積
極
的
に
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
在
宅
で
の
栄
養
指
導
の
利

用
を
促
進
し
、
関
係
団
体
の
活
用

も
具
体
的
に
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　

障
が
い
者
に
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
や
福
祉
給
油
券
を
交

付
し
て
い
る
が
、
給
油
券
は
タ
ク

シ
ー
券
の
半
額
で
あ
る
。
し
か
も

１
回
の
使
用
枚
数
が
制
限
さ
れ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。
タ
ク
シ
ー
券

と
の
格
差
を
是
正
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
自
家
用
車
利
用
の
場
合
は
、

タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
よ
り
長
い

距
離
の
走
行
が
可
能
と
の
算
定
を

基
に
、
福
祉
給
油
券
は
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
半
額
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
１
回

の
利
用
上
限
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
補
償
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
発

想
を
変
え
、「
安
全
な
山
形
」
を

積
極
的
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
東※
２

北
観
光
博
を
活
用
す
る

な
ど
、
国
内
外
の
人
々
に
山
形
の

魅
力
や
食
の
安
全
性
、
素
晴
ら
し

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　
　
　
防
災
意
識
の
啓
発
な
ど
に

活
躍
し
て
い
る
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

に
対
し
て
、
助
成
金
の
格
差
解
消

と
市
内
全
域
で
の
組
織
化
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
よ
り
良
い
活
動
を
行
う
た

め
、
ど
の
よ
う
な
助
成
が
良
い
か

検
討
す
る
。
ま
た
、
組
織
育
成
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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弁
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問
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弁
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問

答
弁
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問
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問
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質
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答
弁

質
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答
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▲すべての市営住宅に風呂の設置を（あずま町住宅）

伊
藤
美
代
子 

議
員

※１　臨床美術…芸術的な創作活動などを行うことにより、認知症の予防や改善を行う取り組み。
※２　東北観光博…震災からの東北の復興を目的に観光庁が主催。東北全体を博覧会場と捉えて、その中に２８のゾーン（地域）を選定してパビリオ

ンに見立て、観光キャンペーンを展開する。２０１２年３月から２０１３年３月３１日まで開催。 4



後
ろ
向
き
行
政
か
ら

攻
め
の
行
政
へ
『※

１
蛻ぜ

い
変へ

ん
』
せ
よ

　
　
　
都
市
計
画
道
路
四
日
町
日

月
山
線
拡
幅
、
馬
見
ヶ
崎
橋
の
架

け
替
え
と
、
そ
の
前
後
区
間
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
に
な
る
の
か
。

　
　
　
平
成
２８
年
度
の
完
成
を
目

標
に
、
県
が
事
業
を
進
め
て
い

る
。
道
路
部
は
ケ
ヤ
キ
を
残
し
、

公
園
と
一
体
化
し
た
歩
道
空
間
の

整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
橋
梁
部

は
元
の
位
置
で
架
け
替
え
る
。
特

養
老
人
ホ
ー
ム
六
日
町
あ
い
あ
い

か
ら
東
へ
新
築
西
通
り
ま
で
は
本

市
が
２３
年
度
に
事
業
着
手
し
、
２９

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

桝
形
交
差
点
か
ら
国
道
１３
号
線
ま

で
は
、
事
業
中
の
区
間
が
完
成
し

た
後
の
交
通
の
流
れ
な
ど
を
見
な

が
ら
整
備
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
行
財
政
改
革
は
恒
常
的
課

題
で
あ
る
。
官
と
民
の
役
割
と
責

務
を
明
確
に
し
、
行
政
の
業
務
種

類
と
量
を
仕
分
け
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を

市
長
部
局
に
移
管
し
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
振
興
課
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
仕
事
の
検
証
シ
ス
テ
ム
で

事
業
の
検
証
を
行
い
、
民
間
で
や

れ
る
こ
と
は
業
務
を
移
管
す
る
な

ど
し
て
、行
財
政
改
革
に
努
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
の
業
務
は
、
学

校
体
育
・
保
健
業
務
な
ど
学
校
と

密
接
に
関
わ
る
た
め
、
教
育
委
員

会
に
所
属
す
る
こ
と
で
学
校
と
連

携
し
、
効
果
的
な
事
務
処
理
が
で

き
る
と
考
え
る
。

　
　
　
デ
ー
タ
管
理
は
旧
態
で
あ

り
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能
が
弱

い
。
強
化
す
る
た
め
に
「
資
料
統

計
室
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
、

国
や
社
会
の
動
向
把
握
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。
デ
ー
タ
の

一
元
管
理
や
公
開
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
が
、
組
織
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
山
形
な
ら
で
は
の
高
品
位

の
力
強
い
教
育
と
と
も
に
、
土※
２

曜

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
新
た
な
取
り
組

み
に
前
向
き
に
挑
戦
す
る
教
育
委

員
会
を
期
待
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
週
日
課
の
工
夫
な
ど
で
標

準
以
上
の
授
業
日
数
を
確
保
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
独
自
の
「
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」
で

は
地
域
と
連
携
し
た
体
験
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
中
で
確
か
な

学
力
と
豊
か
な
体
験
を
子
ど
も
た

ち
に
育
み
た
い
。

　
　
　
住
民
自
治
を
育
て
、
成
熟

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
住※
３
民
基
本

条
例
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

　
　
　
第
７
次
総
合
計
画
の
基
本

構
想
は
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め

た
も
の
で
あ
り
、
住
民
自
治
基
本

条
例
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
地
域
力
を
高
め

る
た
め
の
交
流
の
場
の
整
備
な
ど

を
行
い
、課
題
解
決
を
支
援
す
る
。

　
　
　
市
と
し
て
「
が
ん
撲
滅
宣

言
」
を
し
、
早
期
発
見
に
有
効
な

最
新
の
血
液
検
査
（
１
回
の
検
査

で
６
種
類
の
が
ん
を
発
見
）
を
採

用
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
国
の
が
ん
対
策
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
予
防
の
た
め
の
生
活

習
慣
の
改
善
の
普
及
を
図
り
、
早

期
発
見
を
目
指
し
た
検
診
体
制
の

充
実
と
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
任

意
の
検
査
項
目
と
し
て
、
前
立
腺

が
ん
検
診
を
集
団
検
診
で
実
施
し

て
い
る
。
Ａ※
４

Ｉ
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
新
た

な
血
液
検
査
も
認
識
し
て
い
る
が
、

県
内
で
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲早期整備が望まれる馬見ヶ崎橋周辺

尾
形　
源
二 
議
員

▲現在第三種公認のあかねヶ丘陸上競技場

し
、
多
用
途
に
活
用
で
き
る
よ
う

な
整
備
を
行
い
、
活
動
の
場
の
提

供
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
本
市
の
高
い
文
化
性
を
活

用
し
、
や
ま
が
た
舞
子
や
清
風
荘

宝
紅
庵
、
文
翔
館
、
東
大
手
門
な

ど
を
生
か
し
た
歴
史
・
文
化
ゾ
ー

ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
歴
史
文
化
的
資
源
を
つ
な

ぐ
ル
ー
ト
の
魅
力
向
上
と
、
分
か

り
や
す
い
案
内
看
板
の
設
置
な
ど
、

回
遊
で
き
る
歴
史
・
文
化
軸
の
形

成
を
図
り
、
既
存
の
資
源
や
新
た

に
整
備
し
た
中
心
市
街
地
３
拠
点

な
ど
の
連
携
を
強
化
し
て
、
魅
力

の
面
的
な
広
が
り
を
目
指
し
て
い

く
。

　
　
　
斎
場
の
建
て
替
え
に
は
、

相
当
の
期
間
が
掛
か
る
可
能
性
が

あ
る
。
今
の
う
ち
か
ら
整
備
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
新
た
な
斎
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
耐
用
年
数
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向

け
た
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
市
公
契
約
条
例
検

討
会
を
立
ち
上
げ
、
対
象
と
な
る

工
事
や
業
務
委
託
の
規
模
な
ど
に

つ
い
て
、
本
市
の
課
題
整
理
と
、

そ
の
対
応
策
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
小
水
力
発
電
を
須
川
に
も

設
置
し
、
全
県
に
小
水
力
発
電
が

広
が
る
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
現
在
計
画
中
の
松
原
浄
水

場
に
お
け
る
小
水
力
発
電
が
本
市

と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

る
こ
と
か
ら
、
発
電
状
況
な
ど
を

み
な
が
ら
導
入
効
果
を
検
証
し
て

い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

※１　蛻変…さなぎから成虫になること。ここでは大きく変化する、生まれ変わるという意味。
※２　土曜スクール…完全学校週５日制の実施を受け、基礎的な学力や学習習慣の向上・定着のために土曜日に小・中学校などで学習を行う。
※３　住民基本条例…自治体のまちづくりの基本原則や、行政と市民の役割、市民参加の手続きなどを定めた条例。自治基本条例、まちづくり条

例など名称は自治体によって異なる。
※４　ＡＩＣＳ…アミノインデックスがんリスクスクリーニング。血液中のアミノ酸を検査することで複数のがんの可能性を発見する検査方法。

平成２４年５月１日／１８０号

5



公
契
約
制
度
の
導
入
に

市
民
の
声
を
反
映
せ
よ

　
　
　
第
２
期
経
営
計
画
で
、
最

上
義
光
公
４
０
０
年
記
念
事
業
や

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
市
民
の

協
力
に
よ
っ
て
目
的
を
達
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
新
規
の
事
業
が

あ
る
が
、
そ
の
手
法
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
民
の
協
力
が
重
要
と
な

る
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
、
市
民
・
事
業
者
へ
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
公
契
約
制
度
の
導
入
に
向

け
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
る
も
の
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
昨
年
１２
月
に
市
公
契
約
条

例
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
課
題
整

理
と
そ
の
対
応
策
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
な
お
、
条
例
素
案
が
で

き
た
後
は
、
関
係
す
る
団
体
の
意

見
な
ど
を
聞
く
と
と
も
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
、
な
る
べ
く
早

い
導
入
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
国
の
打
ち
出
し
た
青
年
就

農
給
付
金
制
度
や
６
次
産
業
化
促

進
支
援
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
取
り

入
れ
て
施
策
を
行
う
の
か
。

　
　
　

６
次
産
業
化
に
つ
い
て

は
、
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

情
報
の
提
供
と
意
欲
あ
る
団
体
な

ど
と
事
業
化
に
向
け
た
相
談
を
行

い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確

保
に
つ
い
て
も
、
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
国
の

新
た
な
制
度
と
併
せ
、
新
規
就
農

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

今
野　
誠
一 

議
員

充
実
し
た
防
犯
・
防
災
対
策
で

子
ど
も
た
ち
と
市
民
の
安
全
確
保
を

　
　
　
県
立
河
北
病
院
に
は
、
河

北
な
で
し
こ
外
来
が
開
設
さ
れ
て

お
り
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

済
生
館
で
も
、
女
性
専
門
外
来
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
済
生
館
は
急
性
期
を
担
う

基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
に
お
け

る
医
療
環
境
を
考
慮
し
な
が
ら
、

優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
化
や
高
齢
者
の
単
身

世
帯
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
市

営
住
宅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
２５
年
度
に
策
定
予
定

の
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
昨
年
発
生
し
た
市
内
県
立

高
校
で
の
事
件
を
受
け
て
、
小
・

中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

も
含
め
、
学
校
の
安
全
確
保
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
学
校
の
安
全
確
保
に
向
け

て
多
様
な
取
り
組
み
を
一
層
進
め

る
と
と
も
に
、
玄
関
の
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
機
能
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

の
防
犯
シ
ス
テ
ム
が
未
設
置
で
あ

る
学
校
に
は
、
年
次
的
に
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
防

災
機
能
強
化
の
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
発
電
機
や
毛
布
な
ど
の
公

助
備
蓄
を
配
備
し
て
い
く
。
災
害

時
優
先
電
話
の
取
り
扱
い
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
教
職
員
へ

周
知
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
文
部
科
学
省
で
は
、
実
践

的
防
災
教
育
総
合
支
援
事
業
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
本
市
も
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
内
容
を
把
握
し
た
上
で
、

対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
取
り
組
ん

で
い
く
。
防
災
教
育
の
充
実
に
努

め
、
自
分
の
命
を
自
分
で
守
れ
る

子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ブ※
１

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

実
施
し
て
い
る
市
が
あ
る
。
本
市

も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
「
絵
本
と
あ
そ
ぼ
う
」
と
い

う
冊
子
を
作
成
し
て
、
１
歳
６
カ

月
児
健
診
時
に
渡
し
て
絵
本
に
親

し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い

る
。
な
お
、
す
で
に
導
入
し
て
い

る
上
山
市
の
状
況
を
調
査
し
た
い
。

　
　
　
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
な
ど

の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
米
沢
市
で

は
、
モ※
２
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
が
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
本
市
も
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

　
　
　
追
い
払
い
や
捕
獲
用
お
り

の
設
置
、
電
気
柵
購
入
に
対
す
る

支
援
な
ど
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
農
作

物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
努
め
た
い
。

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
調
査
研
究
し
た
い
。

　
　
　
め
で
た
め
で
た
♪
花
の
や

ま
が
た
観
光
圏
推
進
協
議
会
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

県
と
ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
観
光
情
報
の
発
信
を
行
う

と
と
も
に
、
体
験
旅
行
プ
ラ
ン
の

企
画
と
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を

図
っ
た
。
外
国
人
旅
行
客
に
も
、

県
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し
た

誘
客
活
動
を
展
開
し
た
い
。

　
　
　
は
な
が
た
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
を

も
う
１
体
作
製
し
て
認
知
度
を
高

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
２４
年
度
に
着
ぐ
る
み
を
新

た
に
も
う
１
体
製
作
し
、
認
知
度

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲本を通して子どもと触れ合う時間を大切に

武
田　
新
世 

議
員

※１　ブックスタート事業…健診などの機会に絵本や布バックなどのセットを配布し、保護者と赤ちゃんが絵本を通して触れ合うきっかけをつくる事業。
※２　モンキードッグ…農作物への被害を防ぐためにサルなどを追い払う訓練を受けた犬。 6



確
か
な
将
来
像
を
見
据
え
た

創
造
的
な
施
策
展
開
を
図
れ

　
　
　
市
有
施
設
の
一
部
は
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ

と
市
民
が
有
効
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
利
用
実
態
の
分
析
や
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
利
用

率
向
上
と
全
庁
的
な
連
携
に
よ
る

利
活
用
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
西
側
の

広
場
は
利
用
率
が
低
い
。
よ
り
多

方
面
へ
の
利
用
に
向
け
た
発
想
の

転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
活
用
形
態
や
ニ
ー
ズ
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
利
用
拡
大
に
向

け
た
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
市
有
施
設
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
総
合
的
な
考
え
方
を
聞
き

た
い
。

　
　
　
地
元
住
民
の
意
向
に
十
分

な
配
慮
が
必
要
だ
が
、
将
来
の
行

政
需
要
を
見
極
め
、
売
却
も
含
め

た
利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
青
田
南
の
郷
土
資
料
集
蔵

所
の
機
能
を
山
形
ま
な
び
館
の
２

階
、
３
階
に
移
転
し
、
中
心
市
街

地
活
性
化
に
生
か
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
ま
な
び
館
の
活
用
を
考
え

て
い
く
中
で
展
示
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を

持
っ
て
企
業
誘
致
を
進
め
て
き
た

の
か
が
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、

産
業
支
援
政
策
に
つ
い
て
、
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
進
め
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
将
来
性
や
雇
用
創
出
、
地

場
産
業
と
の
連
携
な
ど
が
期
待
で

き
る
企
業
を
誘
致
し
て
き
た
。
今

後
も
新
技
術
開
発
、
販
路
開
拓
の

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　
地
元
資
源
を
活
用
し
た
企

業
が
研
究
開
発
拠
点
を
市
外
へ
移

転
す
る
事
例
が
あ
る
。
本
市
の
支

援
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
産
学
連
携
な
ど
を
通
し
、

新
商
品
の
開
発
、
販
売
に
つ
な
が

る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
蓄
電
池
産
業
は
次
世
代
を

担
う
成
長
産
業
で
あ
る
。
関
連
企

業
の
誘
致
や
集
積
化
に
向
け
、
早

急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
目
指
す
べ
き
集
積
業
種
の

一
つ
と
し
て
、
蓄
電
池
関
連
産
業

に
も
注
視
し
、
国
、
県
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
情
報
収
集
と
併
せ
、

誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
小
水
力
発
電
や
周
辺
環
境

整
備
を
総
合
的
に
捉
え
た
「
須
川

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
」
を
基
に

須
川
沿
線
の
整
備
を
推
進
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
須
川
沿
線
は
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
や
新
産
業
団
地
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
整
備
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。
小
水
力
発
電
は
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
松
原
浄
水
場
で
の
小
水
力

発
電
が
実
現
す
る
見
込
み
と
な
っ

た
が
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
平
成
２３
年
度
内
の
策
定
を

進
め
て
い
る
「
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
の
中
で
、
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力

な
ど
の
活
用
を
図
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
２５
年
に
最
上
義
光
公
没
後

４
０
０
年
を
迎
え
る
が
、
没
後
４

０
０
年
祭
を
ど
う
企
画
す
る
の

か
。
ま
た
、「
最
上
家
・
べ
に
ば

な
の
城
下
町
」
と
い
う
テ
ー
マ
こ

そ
が
、
本
市
が
誇
り
に
思
え
る
最

大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
。

　
　
　
記
念
事
業
の
内
容
な
ど
を

関
係
各
団
体
と
協
議
し
準
備
を
進

め
て
い
く
。
提
言
に
つ
い
て
は
そ

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲発想を転換し土地の有効活用を（国際交流プラザ）

後
藤　
誠
一 
議
員

▲公契約条例制定で活力ある公共工事を

者
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
荒
廃
農
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
新
た
な
観
点
か
ら
新
規
就
農

者
や
就
農
希
望
者
へ
の
活
用
な
ど
、

施
策
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
国
や
市
の
補
助
制
度
を
活

用
し
た
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
と
も
制
度

を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
を
含
め

た
農
業
者
お
よ
び
農
業
団
体
が
荒

廃
農
地
の
活
用
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
平
成
２４
年
度
か
ら
介
護
保

険
料
の
改
定
が
行
わ
れ
る
が
、
保

険
料
の
負
担
抑
制
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
だ
の
か
。

　
　
　
本
市
の
介
護
給
付
基
金
残

高
の
全
額
約
６
億
円
と
県
の
介
護

保
険
財
政
安
定
化
基
金
か
ら
の
交

付
金
約
１
億
円
を
全
額
充
て
、
保

険
料
の
上
げ
幅
が
で
き
る
だ
け
小

さ
く
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
県

の
基
金
の
う
ち
、
県
取
り
扱
い
部

分
も
市
町
村
へ
交
付
す
る
よ
う
県

市
長
会
を
通
じ
て
要
請
し
た
が
、

県
の
回
答
は
交
付
し
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
が
創
設
さ
れ
た
が
、

こ
の
事
業
は
地
域
支
援
事
業
の
中

で
実
施
す
る
も
の
で
事
業
費
に
制

限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
導
入
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
が

実
施
で
き
る
か
十
分
に
見
極
め
て

行
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
対
象

者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
な
が

ら
既
存
の
見
守
り
支
援
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
の
兼
ね
合
い
な

ど
も
考
慮
し
、
実
施
す
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

平成２４年５月１日／１８０号
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本
市
で
は
現
在
、
第
７
次
総
合

計
画
に
基
づ
き
、「
み
ん
な
で
創

る『
山
形
ら
し
さ
』が
輝
く
ま
ち
」

を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
な
が
ら
、

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
中
で
策
定
し
た
経

営
計
画
は
、
平
成
２３
年
度
で
最
終

年
度
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

次
期
経
営
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
地

区
で
の
意
見
交
換
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
市
民
か
ら

の
意
見
、
市
議
会
各
会
派
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
を
踏
ま
え
、
２４
年

度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
山
形
市
第
２
期
経
営
計
画
」

に
つ
い
て
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
２４
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
の
新

し
い
計
画
の
も
と
、
引
き
続
き
市

民
・
事
業
者
と
手
を
携
え
な
が
ら

施
策
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
第
４
次
山
形
市
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
各
事
務
事
業
を

検
証
し
継
続
し
て
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
第
２
期
経
営
計
画
に
掲

げ
る
安
全
・
安
心
の
都
市
機
能
の

充
実
、
産
業
の
振
興
と
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
支
え
る
福
祉
の
充
実
、
総
合

的
な
子
育
て
環
境
の
充
実
、
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
明
る
く
健

康
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
と
共
創

の
ま
ち
づ
く
り
の
７
つ
の
重
点
政

策
と
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
重
点

政
策
と
連
携
す
る
施
策
に
基
づ
き
、

主
要
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
山
形
ら

し
さ
に
一
層
磨
き
を
か
け
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

政
経
営
の
貴
重
な
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な

経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成２４年度 予算の概要
予算総額　１，７２８億９３７万２，０００円
（うち、一般会計予算　８４８億１，０００万円）

主な事業と予算額（千円以下切り捨て）
○安全・安心の都市機能の充実
住宅リフォーム総合支援事業【拡充】� １億３，１６７万円
市営住宅耐震化事業【新規】� ３，８６７万円
商業高等学校施設整備事業【拡充】� ２，９２４万円
緊急時情報収集伝達手段整備事業【新規】� ２，７２６万円
災害対策備蓄事業【拡充】� １，７２０万円

○産業の振興と中心市街地の活性化
商工業金融対策事業� ４２億４，２４０万円
企業誘致事業【拡充】� １１億　２３９万円
水田農業構造改革対策事業� ２億２，９２３万円
霞城公園整備事業　� １億８，８９７万円
認定農業者経営改善計画支援事業� ４，２００万円

○高齢者や障がい者を支える福祉の充実
自立支援給付事業� ２０億１，９０１万円
包括的支援事業（介護保険事業会計）【拡充】� ２億５，７３３万円
地域生活支援事業【拡充】� ２億３，７５９万円
障がい児通所支援事業【新規】� ８，００４万円
介護サービス基盤整備事業【新規】� ６，９０２万円

○総合的な子育て環境の充実
こども医療給付事業【拡充】� ７億８，０３６万円
南沼原小グラウンド拡張用地整備【新規】� ６億８，２９９万円
民間立保育所施設整備事業【新規】� ３億６，１９４万円
児童健全育成事業【拡充】� ２億６，８６０万円
保育ママ事業【拡充】� １億２，７０７万円

○環境にやさしいまちづくり
清掃工場整備事業【新規】　� ２億　１１５万円
立谷川清掃工場改築地域振興関連事業【拡充】　� １億９，２４４万円
公衆街路灯ＬＥＤ化推進事業【新規】� １億４，２００万円
公衆街路灯助成事業� １億　４６７万円
太陽光発電装置補助事業【拡充】� ４，５００万円

○スポーツ施設の整備と明るく健康で活力あるまちづくり
任意予防接種費用助成事業� ２億８，４４３万円
がん検診推進事業【拡充】� ２億２，６２９万円
球技場整備事業【拡充】� ５，４００万円
第６９回国民体育大会冬季大会開催事業【新規】� １，４２０万円
仮称山形シティマラソン大会開催調査【新規】� １８０万円

○地域コミュニティの充実と共創のまちづくり
コミュニティセンター自主運営推進事業� ２億２，８７５万円
市民活動活性化事業� ２，０１７万円
飯塚コミュニティセンター建設事業【拡充】� １，３０４万円
地域集会所等建設資金助成事業【拡充】� １，２７６万円
いきいき地域づくり支援事業� ８０１万円

○その他の政策課題に対応する事業
中央公民館ホール照明設備改修事業【新規】� ６，０２０万円
第２期新情報システム構築運用事業【新規】� ４，５００万円
山形国際ムービーフェスティバル開催補助事業【新規】� ７００万円
緊急時証明書発行端末構築事業【新規】� ６１９万円
アフィニス夏の音楽祭開催支援事業【新規】� ２００万円

第
２
期
経
営
計
画
に
掲
げ
る

７
つ
の
重
点
政
策
を
積
極
的
に
推
進

▲

所
信
を
述
べ
る
市
川
市
長

ー
新
年
度
の
市
政
経
営
方
針
ー
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予　算 委 会員

　
予
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
新
年
度
予

算
は
、
平
成
２４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
予
算
の
１２
件
で
、
各

担
当
部
長
か
ら
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
分
科
会
で
詳

細
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
を
３
月
１４
日
に
再
開
し
、
各
分

科
会
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
９
人
の
議
員

か
ら
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
修
正
案
に
つ
い

て
提
出
者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
採
決
し

た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
般
会
計
予
算
の
原
案
を
採
決

し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
予
算
１１

件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な

く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
の
審
査
の
概
要
は
、
次
の
通

り
で
す
。

新 年 度 予 算

総
務
分
科
会

雇
用
情
勢
の
回
復
と

�

消
防
力
の
向
上
に
期
待
　

　
　
　
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

今
の
雇
用
情
勢
か
ら
す
る
と
も
っ

と
落
ち
込
み
が
大
き
い
よ
う
に
感

じ
る
。
非
正
規
雇
用
な
ど
も
回
復

傾
向
に
あ
る
と
見
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
山
形
労
働
局
発
表

の
有
効
求
人
倍
率
は
平
成
２４
年
１

月
末
で
０・７６
倍
と
な
っ
て
お
り
、

前
月
か
ら
０
・
０３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
る
。
労
働
局
で
は
、
正
社

員
の
求
人
倍
率
は
改
善
し
つ
つ
あ

る
が
依
然
割
合
が
低
い
こ
と
か
ら
、

企
業
は
正
社
員
で
は
な
く
派
遣
労

働
者
で
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
見
て
い
る
。

　
　
　
法
人
市
民
税
の
減
額
は
東

日
本
大
震
災
の
影
響
が
大
き
い
と

の
こ
と
だ
が
、
業
種
に
よ
っ
て
の

現
状
や
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
２２
年
度
の
３
月
決

委
員

市
民
税
課
長

委
員

市
民
税
課
長

算
期
よ
り
も
、
２３
年
度
の
３
月
決

算
期
に
影
響
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
、
ま
だ
正
確
に
は
つ
か

め
て
い
な
い
。
現
時
点
で
の
見
込

み
と
し
て
は
、
２３
年
度
当
初
予
算

と
の
比
較
で
、
建
設
業
が
９２
・
１

％
、
製
造
業
が
８６
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は
、

本
来
２３
年
度
で
終
了
予
定
だ
っ
た

が
継
続
と
な
っ
た
。
２４
年
度
の
内

容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
震
災
な
ど
の
影
響
で

引
き
続
き
緊
急
雇
用
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
震
災
対

応
の
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。
２３
年

度
は
約
２
億
９
３
０
０
万
円
の
予

算
だ
っ
た
が
、
２４
年
度
は
約
９
１

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
補
助

率
は
１０
分
の
１０
で
、
７３
人
を
雇
用

委
員

財
政
課
長

す
る
。

　
　
　
市
税
な
ど
が
入
っ
た
月
に

一
時
的
な
余
剰
金
な
ど
は
出
な
い

の
か
。
出
た
と
き
に
は
ど
の
よ
う

な
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
５
月
か
ら
１１
月
ま

で
の
間
に
毎
日
現
金
の
出
し
入
れ

が
あ
る
が
、
あ
る
程
度
め
ど
が
つ

い
た
と
こ
ろ
で
、
余
っ
た
現
金
を

運
用
し
て
い
る
。
長
く
て
も
１
カ

月
ほ
ど
の
預
け
入
れ
だ
が
、
２３
年

度
で
３
３
０
万
円
ほ
ど
の
利
子
を

得
て
い
る
。

　
　
　
上
山
温
泉
利
用
協
同
組
合

負
担
金
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
　
　
　
元
上
山
い
こ
い
荘
の

温
泉
権
を
持
っ
て
い
る
た
め
の
負

担
金
で
あ
る
。
９
年
度
に
利
用
者

の
減
少
と
老
朽
化
か
ら
建
物
を
解

体
し
、
１２
年
度
か
ら
上
山
市
に
イ

ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
貸
し
付
け
、

そ
の
負
担
金
相
当
分
を
も
ら
っ
て

い
た
。
貸
し
付
け
終
了
後
の
２１
年

に
は
土
地
を
売
却
し
、
温
泉
権
だ

け
残
っ
て
い
た
が
、
近
く
売
却
で

委
員

会
計
管
理
者

委
員

管
財
課
長

き
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
　
　
浄
書
印
刷
業
務
委
託
料
の

１
９
０
０
万
円
は
ほ
と
ん
ど
が
人

件
費
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
外

部
発
注
も
し
て
い
る
中
で
浄
書
の

業
務
に
つ
い
て
見
直
し
な
ど
は
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
以
前
と
比
べ

て
受
付
件
数
は
減
っ
て
い
る
が
、

機
械
の
性
能
の
向
上
な
ど
も
あ
り
、

前
は
で
き
な
か
っ
た
冊
子
な
ど
の

印
刷
も
行
え
る
こ
と
か
ら
、
通
し

枚
数
は
増
え
て
い
る
。
浄
書
印
刷

業
務
の
需
要
は
依
然
高
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
１０
年
前
に
市
販
の
蛍

光
灯
２０
ワ
ッ
ト
を
３６
ワ
ッ
ト
の
推

奨
街
路
灯
に
交
換
し
た
が
、
現
在

委
員

総
務
部
総
務
課
長

委
員

広
報
課
長

設
置
済
み
の
２
万
１
０

０
０
灯
の
蛍
光
管
を
４

年
間
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ユ
ニ
ッ

ト
に
交
換
し
て
い
く
。

ま
た
、
推
奨
街
路
灯
の

安
定
器
の
寿
命
が
１０
年

間
と
さ
れ
て
い
る
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
不
要

と
な
る
た
め
、
故
障
な

ど
を
考
慮
し
、
前
回
の

設
置
年
次
に
合
わ
せ
古

い
順
番
で
交
換
を
行
い

た
い
。
２４
年
度
は
、
山

寺
、
滝
山
、
楯
山
、
東

沢
、
出
羽
、
明
治
、
第
一
地
区
の

７
地
区
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
の
再
構
築

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
専
門
業

者
か
ら
調
査
を
し
て
も
ら
っ
て
お

り
、
２４
年
度
の
整
備
計
画
の
中
で

具
体
的
な
考
え
方
や
配
置
を
整
理

し
て
い
き
た
い
。
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
２８
年
の
予
定
で

あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
防
災
行

政
無
線
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
昨
年
１０
月
に
運
行
を
開
始

し
た
西
部
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
日
２４
便
運
行

し
て
お
り
、
今
年
１
月
ま
で
の
４

カ
月
で
延
べ
８
９
３
８
人
、
１
便

当
た
り
４
・
８
人
の
利
用
が
あ
っ

た
。
現
在
は
１
方
向
の
循
環
で
運

行
し
て
い
る
が
、
２４
年
４
月
か
ら

委
員

防
災
安
全
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

▲４月から双方向の運行が実施された西部循環バス

平成２４年５月１日／１８０号
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は
地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、

反
対
方
向
の
運
行
も
実
施
し
て
い

く
。

　
　
　
浜
松
の
音
楽
祭
で
は
、
市

民
を
交
え
全
体
で
楽
し
む
姿
が

あ
っ
た
。
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽

祭
は
、
本
市
で
ま
だ
ま
だ
意
識
が

足
り
な
い
と
思
う
が
、
今
の
広
報

の
仕
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２２
年
度
の
開
催

で
、
県
が
財
団
か
ら
運
営
上
の
不

備
を
指
摘
さ
れ
た
の
も
そ
の
部
分

で
あ
る
。
県
と
本
市
、
民
間
団
体

な
ど
が
加
盟
す
る
実
行
委
員
会
が

組
織
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
実
行
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
。

　
　
　

基
幹
シ
ス
テ
ム
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
事
業
は
ど
の
よ
う
な
形
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
市
内
の

市
有
施
設
で
各
種
デ
ー
タ
を
保
管

し
て
い
た
が
、
災
害
時
の
復
旧
に

備
え
て
県
外
に
保
管
す
る
も
の
で

あ
る
。
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
３１
業
務

の
デ
ー
タ
を
保
管
し
た
い
。

　
　
　

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
基
本
設
計
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
指
令
台
の

機
能
を
向
上
さ
せ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
別
に
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
指
令
室

に
あ
る
機
器
を
入
れ
替
え
る
も
の

で
あ
る
。
入
れ
替
え
後
は
、
固
定

委
員

文
化
振
興
課
長

委
員

情
報
企
画
課
長

委
員

通
信
指
令
課
長

電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
携
帯
電
話
か

ら
の
通
報
を
位
置
情
報
に
表
示
で

き
、
今
ま
で
は
通
報
か
ら
指
令
ま

で
約
１
分
半
掛
か
っ
て
い
た
と
こ

ろ
が
１
分
で
対
応
可
能
に
な
る
。

　
　
　
消
防
職
員
の
被
服
に
関
し

て
は
予
算
面
で
限
度
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
現
場
に
出
る
職
員
の

安
全
の
た
め
に
必
要
な
物
は
予
算

化
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
に
よ
っ

て
出
動
回
数
や
使
用
頻
度
も
異
な

る
の
で
、
業
務
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
点
数
の
中
で
自
己
管
理
し
て
い

る
。
職
員
委
員
会
を
設
け
て
意
見

を
取
り
入
れ
、
市
民
の
安
心
安
全

の
た
め
今
後
も
よ
り
現
場
の
活
動

が
充
実
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
消
防
団
の
活
動
で
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
い
た
め
人
を
集

め
ら
れ
ず
苦
労
し
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
る
。
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
に

よ
る
予
備
消
防
団
な
ど
も
考
え
て

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

委
員

み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
、

消
防
団
員
の
約
８０
％
が
勤
め
人
で
、

実
際
の
活
動
状
況
も
非
常
に
厳
し

い
の
が
現
実
で
あ
る
。
ま
た
団
員

の
確
保
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
活
用
し
て
各
事
業
所
に
協

力
を
要
請
す
る
な
ど
、
今
後
に
向

け
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
山
形
国
際
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
対
す
る
補
助
金
に

つ
い
て
、
３
分
の
２
と
い
う
補
助

率
は
高
い
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な

査
定
を
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
４
つ
の
事
業
の
う

ち
、
公
益
性
が
見
込
ま
れ
る
３
つ

の
事
業
、
１
０
７
５
万
円
分
を
補

助
対
象
と
し
た
。
山
形
国
際
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
へ
の
補

助
が
約
７０
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

整
合
性
を
図
る
た
め
に
３
分
の
２

と
し
た
。
３
分
の
２
と
い
う
率
は

確
か
に
高
い
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
と
と
も
に
本
市
を
映

像
文
化
の
発
信
都
市
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
た
い
。

　
　
　
補
助
金
を
支
出
し
て
、
ど

れ
だ
け
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
の
例
に
な
る
が
、
県

外
の
大
学
が
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
開
催
期
間
中
に
商
店
街
の

店
舗
の
約
３５
％
が
売
り
上
げ
が
伸

消
防
本
部
総
務
課
長

委
員

文
化
振
興
課
長

委
員

文
化
振
興
課
長

び
た
と
答
え
て
お
り
、
ム
ー
ビ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
も
、

今
後
市
民
へ
の
浸
透
に
よ
り
同
様

の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
２４
年
度
の
県
知
事
選
挙
は

委
員

冬
の
寒
い
時
期
に
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
投
票
所
の
除
雪
な
ど
の
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
維
持

課
や
そ
の
他
関
係
各
課
と
調
整
し

て
、
必
要
に
応
じ
実
施
す
る
。

選
管
委
事
務
局
次
長

厚
生
分
科
会

屋
内
型
幼
児
遊
戯
施
設
建
設
に
対
す
る

�

市
の
方
針
を
問
う

▲設備入れ替えの基本設計が行われる消防指令室

　
　
　
屋
内
型
幼
児
遊
戯
施
設
の

整
備
に
関
し
て
、
樋
越
地
区
に
建

設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
場
所
の

選
定
に
当
た
っ
て
は
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
考
え
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
う
。
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
新
た
な

候
補
地
を
選
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
す
れ
ば

一
日
で
も
早
く
市
民
に
施
設
を
提

委
員

子
育
て
推
進
部
長

ド
あ
ー
べ
が
あ
り
、
平
成
２２
年
度

は
両
施
設
合
わ
せ
て
、
年
間
６
万

７
０
０
０
人
程
度
の
利
用
が
あ
り
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
貢
献

し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い
の

費
用
が
掛
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
遺
跡
公
園

内
の
建
設
予
定
地
の
発
掘
に
掛

か
っ
た
費
用
は
、
文
化
庁
補
助
に

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

供
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と

遊
べ
る
十
分
な
面
積
の

広
場
の
確
保
や
、
保
護

者
か
ら
の
要
望
が
強
い

無
料
の
広
い
駐
車
場
の

確
保
、
交
通
ア
ク
セ
ス

の
し
や
す
さ
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
選
定
を

行
っ
た
。
市
の
中
心
部

に
は
、
す
で
に
県
の
こ

ど
も
館
や
、
ナ
ナ
ビ
ー

ン
ズ
内
に
子
育
て
ラ
ン

▲市街地活性化にも貢献している子育てランドあーべ
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よ
る
史
跡
範
囲
確
認
の
た
め
の
発

掘
調
査
を
含
め
１
億
２
４
５
万
円

ほ
ど
で
あ
る
。
基
本
設
計
は
一
部

修
正
が
必
要
に
な
る
が
、
お
お
む

ね
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
建
設
予
定
地
の
選
定
に
当

た
っ
て
、
広
域
的
な
利
用
な
ど
は

考
慮
し
た
の
か
。
ま
た
、
今
回
の

予
定
地
は
市
民
に
分
か
り
に
く
い

場
所
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
周
辺
市
町
か

ら
の
利
用
も
見
込
ん
で
い
る
が
、

施
設
整
備
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で

市
民
の
た
め
の
施
設
と
し
て
考
え

る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
予
定
地
は
確
か
に
県

道
に
は
面
し
て
い
な
い
場
所
だ

が
、
必
要
が
あ
れ
ば
周
辺
の
道
路

整
備
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
木
造
へ
の
変
更
の
理
由
は

何
か
。
ま
た
、
開
設
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
・
県
の
方

委
員

子
育
て
推
進
部
長

委
員

子
育
て
推
進
部
長

針
に
即
し
て
本
市
が
策
定
し
た
、

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
木
造
に
変
更
し
て
整
備

す
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
２４
年
度

末
に
着
工
し
、
２６
年
度
末
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
の
利

用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
病
児
保
育
は

２３
年
６
月
か
ら
開
始
し
、
２４
年
１

月
末
ま
で
に
１
７
２
人
の
利
用
が

あ
っ
た
。
病
後
児
保
育
は
２３
年
４

月
か
ら
１２
月
末
ま
で
に
１
８
１
人

の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ

い
て
、
料
金
が
利
用
拡
大
の
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
は
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
病
児
保
育
は

１
日
２
０
０
０
円
、
病
後
児
保
育

は
１
日
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
者
か
ら
料
金
の
助
成
を

求
め
る
声
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

一
時
保
育
な
ど
他
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
か
ら
み
て
も
妥
当
な
金

額
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
済
生
館
の
病
院
経
営
上
の

長
年
の
課
題
で
あ
る
累
積
欠
損
金

の
見
込
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
欠
損
金
の
状

況
と
し
て
は
、
２３
年
度
が
３
億
２

８
０
０
万
円
ほ
ど
の
黒
字
を
予
定

し
て
お
り
、
前
年
度
の
繰
越
欠
損

金
が
３
億
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
な

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

▲安心して子育てできる環境を

の
生
存
が
確
認
さ
れ

た
。

　
　
　
緊
急
時
証
明
書

発
行
端
末
構
築
事
業
の

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
　
　
　
　
東
日
本
大

震
災
発
生
時
に
証
明
書

の
発
行
シ
ス
テ
ム
が
停

止
し
た
。
そ
の
危
機
管

理
対
策
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
が
停
止
し
て
も
パ
ソ

コ
ン
で
証
明
書
な
ど
が

発
行
で
き
る
よ
う
に
す

委
員

市
民
課
長

▲財政運営が健全な市立病院済生館

の
で
、
２３
年
度
末
に
は
欠
損
金
が

解
消
さ
れ
１
８
０
０
万
円
ほ
ど
の

黒
字
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

所
在
不
明
者
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
１
２
０
歳
以
上
で
戸

籍
が
残
っ
て
い
る
不
明
者
に
つ
い

て
は
、
２２
年
度
に
職
権
で
消
除
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年
１
２
０
歳

以
上
の
方
に
対
し
て
順
次
対
応
し

て
い
く
。
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
の
生
存
確
認
に
つ

い
て
も
、
２２
年
度
は
９０
歳
以
上
と

１
０
０
歳
以
上
を
、
２３
年
度
は
８０

歳
以
上
を
調
査
し
た
。
介
護
の
給

付
や
後
期
高
齢
者
の
給
付
な
ど
を

受
け
て
い
る
人
は
生
存
が
確
認
で

き
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
人
を
直

接
訪
問
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
８０
歳
以
上
の
人
す
べ
て

委
員

市
民
課
長

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
２４
年
７
月

を
め
ど
に
構
築
し
た
い
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め

や
す
く
す
る
た
め
に
、
納
付
回
数

を
８
期
か
ら
１０
期
に
増
や
す
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
の
根

拠
と
な
る
所
得
を
把
握
す
る
時
期

の
関
係
で
、
第
１
期
の
納
期
が
７

月
と
な
る
。
８
期
で
の
納
付
が
難

し
い
方
に
は
分
納
の
形
で
納
付
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
障
が
い
児
の
通
所
給
付
費

に
つ
い
て
県
か
ら
市
へ
移
譲
さ
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
負
担
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
県
の

児
童
相
談
所
が
所
管
し
て
い
た
も

の
が
２４
年
４
月
か
ら
市
に
移
譲
さ

れ
る
も
の
だ
が
、
財
源
の
負
担
は

国
が
２
分
の
１
、県
が
４
分
の
１
、

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

市
が
４
分
の
１
と
な
る
。
こ
れ
ま

で
は
市
の
負
担
は
な
か
っ
た
。
市

の
負
担
分
に
つ
い
て
は
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
者
人
口
が
特
に
多
い

地
区
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
２
カ

所
に
１
人
ず
つ
職
員
を
増
員
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
大
き
さ
か

ら
見
て
、
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
の
数

を
増
や
す
こ
と
や
、
人
員
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
業
務
量
や
エ
リ

ア
人
口
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

必
要
が
あ
れ
ば
他
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
も
増
員
を
考
え
た
い
。

　
　
　
今
後
の
介
護
保
険
事
業
会

計
の
財
政
的
な
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
介
護
認
定
者
の

増
加
に
伴
う
給
付
費
が
相
当
伸

び
、
第
４
期
計
画
と
第
５
期
計
画

の
給
付
費
を
比
べ
る
と
１
０
０
億

円
ほ
ど
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

給
付
費
の
１２
・
５
％
が
市
の
負
担

部
分
で
あ
り
、
そ
の
分
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
増
え
て
く

る
。
介
護
給
付
基
金
に
６
億
円
ほ

ど
の
残
高
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

第
５
期
計
画
の
３
年
間
で
全
額
取

り
崩
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
２４

年
度
は
２
億
１
０
０
０
万
円
ほ
ど

取
り
崩
し
、
残
り
は
２５
年
度
と
２６

年
度
の
２
カ
年
で
取
り
崩
し
て
い

く
。

　
　
　

２３
年
度
か
ら
始
め
た
レ

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

介
護
保
険
課
長

委
員

平成２４年５月１日／１８０号
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デ
ィ
ー
ス
検
診
は
利
用
者
か
ら
好

評
で
あ
る
が
、
利
用
状
況
と
２４
年

度
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
２３
年
度
は
８
回
実
施

し
、
定
員
が
２
４
０
人
の
と
こ
ろ

受
診
者
が
２
０
２
人
と
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
保
育
付
き
は
６
回

で
、
利
用
は
５５
人
と
な
っ
て
い

健
康
課
長

る
。
定
員
に
達
し
て
い
な
い
部
分

は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
が
子

ど
も
や
自
身
の
身
体
の
具
合
が
悪

く
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
来
年
度
は
、
回
数

を
１８
回
、
定
員
５
４
０
人
と
し
、

要
望
の
あ
っ
た
土
曜
日
も
２
回
実

施
し
、
毎
回
保
育
付
き
で
行
う
。

産
業
文
教
分
科
会

産
業
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
で

�
活
力
あ
る
山
形
を

　
　
　
山
形
テ
ル
サ
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
市
の
直
営
を
続

け
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
１６
年
か

ら
直
営
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
。

経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

受
託
事
業
者
の
努
力
の
も
と
、
市

民
や
地
元
企
業
と
の
共
創
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
当
面
は
直

営
の
ま
ま
で
運
営
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
の
雇
用
対
策
は
、
非

正
規
か
ら
正
規
へ
と
雇
用
形
態
の

変
化
を
誘
導
す
る
よ
う
な
も
の
で

な
く
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
施
策
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
市
内
の
中
小
企
業
は
、

雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
市
民
の
雇
用
を
確
保
す

る
た
め
に
必
死
で
頑
張
っ
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
り
、
そ
う
し
た
企

委
員

山
形
テ
ル
サ
館
長

委
員

商
工
課
長

業
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
６
次
産
業
化
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
生
産
者
に
対
し
、
国

か
ら
の
情
報
提
供
や
、
相
談
に
応

じ
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る

委
員

農
政
課
長

と
こ
ろ
で
あ
る
。
２４
年

度
に
お
い
て
は
、
６
次

産
業
化
の
提
唱
者
を
講

師
と
し
た
研
修
会
の
実

施
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
五
堰
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
の
全

体
的
な
整
備
計
画
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
五
堰
の
中

で
石
積
水
路
が
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
の
距
離
が

８
㌔
あ
る
が
、
こ
れ
ま

委
員

農
林
部
長

▲歴史的にも貴重な石積水路である山形五堰
　
　
　
蔵
王
温
泉
へ
の

修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
い
だ
と
の
話

を
聞
く
が
、
今
後
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
予
定

し
て
い
た
３０
校
の
う

ち
、
関
西
の
学
校
を
中

心
に
２０
校
が
キ
ャ
ン
セ

ル
と
な
っ
た
。
仙
台

市
・
福
島
市
と
の
三
市

観
光
物
産
広
域
連
携
推

進
協
議
会
に
よ
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、

委
員

観
光
物
産
課
長

▲５０周年を迎える山形花笠まつり

で
地
域
と
協
議
し
な
が
ら
１
・
５

㌔
を
整
備
し
、
残
り
の
６
・
５
㌔

に
つ
い
て
は
比
較
的
石
積
み
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め
、
石
積

み
を
補
強
す
る
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。今
後
に
つ
い
て
は
、

そ
の
８
㌔
を
残
す
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
企
業
誘
致
は
雇
用
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

も
っ
と
力
を
入
れ
て
進
め
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
情
報
収
集
が
大
変
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
業
関
連

の
出
版
社
や
新
た
に
設
置
す
る
産

業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
か
ら

の
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
、
短
時

間
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
結
び
つ

く
取
り
組
み
を
行
い
た
い
。

委
員

商
工
課
長

学
校
か
ら
の
信
頼
回
復
に
取
り
組

み
、
蔵
王
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
え

る
よ
う
、
粘
り
強
く
努
力
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
花
笠
ま
つ
り
が
５０
周
年
を

迎
え
負
担
金
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
初
日
の
ス
タ
ー

ト
時
刻
を
早
め
、
そ
の
時
間
を
利

用
し
て
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
吹

奏
楽
な
ど
の
パ
レ
ー
ド
を
実
施
す

る
こ
と
や
、
昼
の
時
間
帯
に
も
観

光
客
か
ら
花
笠
踊
り
を
見
て
も
ら

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　
就
学
援
助
に
つ
い
て
、
被

災
地
か
ら
避
難
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
を
ど
の
程
度
と
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
避
難
児
童
・
生

委
員

観
光
物
産
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

徒
に
つ
い
て
は
、
新
小
学
校
１
年

生
が
約
９０
人
就
学
す
る
予
定
で
あ

り
、
２３
年
度
よ
り
も
多
い
４
４
０

～
４
６
０
人
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
。
就
学
援
助
の
認
定
に
当
た
っ

て
は
、
２３
年
度
は
面
談
な
ど
に
よ

り
弾
力
的
に
行
っ
た
が
、
２４
年
度

は
書
類
の
提
出
を
求
め
つ
つ
も
、

被
災
地
と
の
二
重
生
活
に
は
配
慮

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
実

態
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
不
登
校
は
大
き

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
出

現
率
は
国
や
県
の
平
均
よ
り
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
保

健
室
登
校
な
ど
、
学
級
に
入
れ
な

い
子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
学
校
に
比
べ
、
社
会
教
育

委
員

学
校
教
育
課
長

委
員
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ソ
ン
と
し
て
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
大
会
が
定
着
し
て

い
く
中
で
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
化
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
市
陸
上
競
技
場

に
代
わ
る
球
技
場
の
整

備
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２４
年
度
に
実
施
設
計
と

ス
タ
ン
ド
の
撤
去
を
行

い
、
２５
年
度
に
ス
タ
ン

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

▲人工芝の球技場として整備される市陸上競技場

施
設
の
耐
震
化
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
公

民
館
の
耐
震
化
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
は
、
避

難
所
と
し
て
耐
震
化
の
優
先
度
が

高
い
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
２４
年
度
に
市
全
体
の
耐

震
化
の
優
先
度
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
　
２５
年
度
に
開
催
す
る
予
定

の
山
形
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
は
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
に
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
実
施
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、

市
街
地
で
初
め
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
や
、
交
通
規
制

な
ど
に
よ
る
住
民
へ
の
影
響
な
ど

を
考
慮
し
、
ま
ず
は
ハ
ー
フ
マ
ラ

社
会
教
育
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

ド
部
分
の
改
修
、
２６
年
度
に
人
工

芝
を
張
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
で

き
る
だ
け
工
期
が
短
く
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
新
野
球
場
の
規
模
は
、
ど

れ
く
ら
い
の
も
の
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
野
球
場

で
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
高

校
野
球
の
地
区
予
選
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
規
模
が
最
低
限
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
新
野
球
場
は
、
こ
れ
ま
で

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
に
建

設
す
る
と
し
て
い
た
が
、
状
況
の

変
化
に
よ
り
、
建
設
地
を
改
め
て

決
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
経
過
を
市
民
に
明
ら
か
に
し

て
理
解
を
得
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
具
体
的
に
野
球
場
建

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

教
育
部
長

設
に
着
手
す
る
た
め
に
は
建
設
地

を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
の
中
で
、

駐
車
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
生
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
を
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

武
道
の
必
修
化
に
つ
い

て
、
多
く
の
学
校
で
柔
道
を
取
り

入
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
指
導
側

の
問
題
に
よ
り
事
故
が
起
こ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
柔

道
連
盟
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
よ

委
員

り
安
全
な
指
導
体
制
を
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柔
道
の
指

導
に
当
た
っ
て
は
、２３
年
１１
月
に
、

大
学
の
教
員
や
柔
道
連
盟
に
属
す

る
指
導
者
な
ど
か
ら
な
る
学
校
体

育
武
道
指
導
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
お
り
、
２３
年
度
末
に
指
導
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
武
道
の
授
業
が
始
ま
る

秋
頃
ま
で
に
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
た
指
導
方
法
の
研
修

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

環
境
建
設
分
科
会

放
射
線
や
集
中
豪
雨
対
策
な
ど

�

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
　
　
放
射
線
測
定
委
託
は
４
月

と
５
月
の
２
カ
月
間
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
程
度
の
件
数
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
後
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
２
カ
月
間
で
９
６
０

件
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
６
月

以
降
は
申
込
み
件
数
も
落
ち
着
く

と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
職

員
が
訪
問
測
定
を
行
う
。

　
　
　
本
市
に
お
け
る
震
災
の
が

れ
き
処
理
な
ど
の
受
け
入
れ
状
況

と
、
こ
れ
か
ら
の
見
込
み
や
考
え

方
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
市
町
村

か
ら
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
自
治
体
間
の
協

委
員

環
境
課
長

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

議
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
石
巻

市
か
ら
津
波
や
停
電
に
よ
る
低
温

冷
蔵
庫
の
長
期
停
止
に
よ
っ
て
、

食
用
不
適
格
と
な
っ
た
政
府
所
有

米
を
災
害
廃
棄
物
と
し
て
受
け
入

れ
、
民
間
の
処
分
場
に
約
５
０
０▲放射線測定で安全・安心な生活を確保

㌧
を
埋
め
立
て
た
。
市
有
施
設
で

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
両
清

掃
工
場
の
老
朽
化
や
稼
動
延
長
の

た
め
の
改
修
予
定
な
ど
か
ら
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
平
成
２３
年
度
は
震
災
後
の

放
射
線
な
ど
の
関
係
で
一
斉
清
掃

を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
２４
年
度
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２３
年
に
県

で
行
っ
た
道
路
側
溝
土
砂
の
放
射

性
物
質
調
査
を
み
る
と
、
地
域
的

で
は
あ
る
が
、
放
射
性
物
質
が
残

存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
２４
年
度
は
春
の
一
斉

清
掃
は
行
う
が
土
砂
上
げ
に
つ
い

て
は
見
合
わ
せ
る
。

　
　
　
捕
獲
に
よ
る
カ
ラ
ス
対
策

も
必
要
だ
が
、
食
べ
物
さ
え
あ
れ

ば
全
体
数
は
減
ら
な
い
。
エ
サ
と

な
る
ご
み
を
減
ら
す
対
策
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
ご
み
集
積
所
で
の
カ

ラ
ス
ネ
ッ
ト
の
活
用
と
併
せ
、
２３

年
度
の
捕
獲
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
雑
が
み
回
収
広
報
袋
の
配

布
方
法
や
広
報
を
も
っ
と
工
夫
す

れ
ば
、
雑
が
み
回
収
の
認
知
度
や

回
収
率
が
さ
ら
に
上
が
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２３
年
度
も

広
報
の
意
味
を
含
め
て
、
各
家
庭

に
１
枚
ず
つ
配
布
し
て
い
る
が
、

関
係
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
店
頭

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

環
境
課
長

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

平成２４年５月１日／１８０号
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蔵王ダム
第四減圧槽

松原浄水場
着水井

水の流れ：

蔵王ダム

発電機

水車

松原浄水場小水力発電設備の
概要

高
低
差 

７３ｍ

場内消費

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
い
、
さ

ら
に
雑
が
み
の
回
収
率
が
向
上
す

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
２４
年
度
は
山
形
駅
前
広
場

を
無
散
水
消
雪
歩
道
に
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
後
の
予
定
箇
所

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
駅
前
広
場
の
無

散
水
消
雪
歩
道
の
完
了
後
は
、
駅

東
口
繁
華
街
の
消
雪
道
整
備
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
今
回
の
震
災
に
お
い
て
、

電
気
が
止
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
市
営
住
宅
に
お
け
る
オ
ー
ル

電
化
の
整
備
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
南
山
形
住
宅
第

１
期
と
第
２
期
の
建
て
替
え
は
、

既
に
オ
ー
ル
電
化
で
整
備
し
て
お

り
、
今
回
の
第
３
期
の
建
設
に
当

た
っ
て
も
オ
ー
ル
電
化
を
進
め
て

い
く
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
第
４

期
の
建
設
も
オ
ー
ル
電
化
の
計
画

で
あ
り
、
ガ
ス
に
変
更
す
る
場
合

は
、
ガ
ス
庫
を
建
設
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
変
更

の
予
定
は
な
い
。

　
　
　
除
雪
費
３
億
５
０
０
０
万

円
の
積
算
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
全
市
一
斉
除
雪

は
１
回
当
た
り
約
５
０
０
０
万
円

掛
か
る
。
予
算
額
は
、
全
市
一
斉

除
雪
を
４
回
、山
間
除
雪
を
６
回
、

凍
結
防
止
剤
の
散
布
、
消
雪
装
置

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

管
理
住
宅
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
　
　
　
　
建
設

当
時
の
水
需
要
予
測
に

基
づ
い
た
給
水
協
定
に

よ
り
、
本
市
の
責
任
水

量
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
分
の
受
水
量
の
確

保
は
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
県
で
は
、
こ
れ
ま

で
２
度
受
水
費
を
減
額

し
て
き
て
い
る
が
、
今

後
と
も
６
市
６
町
の
受

水
団
体
と
し
て
県
に
料

金
値
下
げ
の
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

経
営
企
画
課
長

▲無散水消雪歩道になる山形駅前広場

の
点
検
な
ど
を
含
め
て
積
算
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
市
有
施
設
を
建
設
す
る
際
、

職
員
で
設
計
を
行
え
な
い
の
か
。

ま
た
、
業
者
を
指
導
で
き
る
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員
を
ど
の

よ
う
に
育
成
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
学
校
や
市
営
住
宅
な

ど
は
基
本
的
に
職
員
が
設
計
し
て

い
る
が
、
市
有
施
設
で
前
例
の
な

い
建
物
や
特
殊
な
建
物
は
民
間
に

委
託
し
て
い
る
。
効
率
的
な
工
事

を
行
う
に
は
一
連
の
経
験
が
必
要

な
た
め
、
小
学
校
な
ど
過
去
に
事

例
の
あ
る
も
の
は
、
で
き
る
限
り

若
い
職
員
に
設
計
を
経
験
さ
せ
て

い
る
。

　
　
　
水
道
事
業
会
計
の
中
で
、

県
の
村
山
広
域
水
道
か
ら
の
受
水

費
は
削
減
で
き
な
い
の
か
。

委
員

建
築
課
長

委
員

　
　
　
松
原
浄
水
場
に
新
た
に
設

置
す
る
小
水
力
発
電
の
概
要
は
ど

う
か
。
ま
た
、
将
来
的
に
拡
大
し

て
い
く
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
蔵
王
ダ
ム
か
ら
松
原

浄
水
場
ま
で
の
送
水
ル
ー
ト
を

使
っ
て
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、

具
体
的
内
容
は
実
施
設
計
の
中
で

詰
め
て
い
く
。
そ
の
後
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
上
下
水
道
部
庁
舎
へ
の
燃

料
備
蓄
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模
の

も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時

に
公
用
車
が
稼
働
す
る
た
め
の
燃

料
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
５
０
０
０

㍑
、
軽
油
１
０
０
０
㍑
の
備
蓄
を

考
え
て
い
る
。
２４
年
度
は
設
置
可

能
性
に
つ
い
て
の
委
託
調
査
を
予

定
し
て
い
る
。

委
員

浄
水
課
長

委
員

上
下
水
道
部
総
務
課
長

　
　
　
水
道
管
な
ど
の
耐
震
化
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
耐
震
化
工
事
の
増

加
に
よ
り
水
道
料
金
に
影
響
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２３
年
度
に
耐
震

化
基
本
計
画
を
策
定
し
た
が
、
実

施
計
画
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

２４
年
度
の
各
種
工
事
な
ど
に
は
耐

震
化
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
格

的
に
は
２５
年
度
か
ら
実
施
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
く
。
市
民
に
は

大
き
な
負
担
を
掛
け
な
い
で
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
一
般
会
計
か
ら
公
共
下
水

道
事
業
会
計
へ
の
繰
入
金
の
総
額

が
３５
億
円
余
り
に
な
る
が
、今
後
、

削
減
し
て
い
く
計
画
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
雨
水
事
業
経
費

委
員

水
道
建
設
課
長

委
員

経
営
企
画
課
長

な
ど
繰
り
入
れ
基
準
に
基
づ
く
も

の
の
他
、
基
準
外
繰
り
入
れ
と
し

て
２
億
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
あ
り
、

企
業
債
の
償
還
利
子
相
当
額
と
し

て
繰
り
入
れ
て
い
る
。
下
水
道
使

用
料
を
上
げ
ず
に
、
さ
ら
に
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
額
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
、
有
利
な
起
債
の

借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
水

上
が
り
を
解
消
し
、
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
雨
水
対
策
事

業
の
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
水
事
業

は
毎
年
１０
億
円
程
度
の
予
算
で

行
っ
て
い
る
。
現
在
は
浸
水
被
害

の
起
き
て
い
る
地
区
の
主
要
な
幹

線
を
優
先
的
に
整
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
放
流
先
の
河
川
改
修

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

時
期
と
の
調
整
や
、

市
街
地
で
の
大
規
模

な
工
事
と
な
る
こ
と

か
ら
、
整
備
率
が
あ

ま
り
上
が
ら
ず
時
間

を
要
す
る
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
そ
れ
を
補
完

す
る
施
設
と
し
て
、

２３
年
度
か
ら
新
た
に

約
２
３
０
㌧
の
雨
水

浸
透
貯
留
施
設
を
公

園
内
に
設
置
し
た
。

２４
年
度
も
１
カ
所
の

設
置
を
計
画
し
て
い

る
。
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予　算 委 会員

　
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

３
月
１
日
に
開
会
し
た
予
算
委
員
会
で
各
担
当
部
長

か
ら
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
後
、
各
分
科
会
に

分
割
し
て
詳
細
に
審
査
し
ま
し
た
。
３
月
６
日
に
委

員
会
を
再
開
し
、
各
分
科
会
の
審
査
報
告
を
受
け
た

後
、
採
決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
１６
日
に
も
除
排
雪
関
連
経
費
に
係

る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
追
加
議
案
を
審
査
し
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
分
科
会
の
審
査
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

補 正 予 算

総
務
分
科
会

市
債
残
高
を
減
ら
し

適
切
な
財
政
運
営
を

　
　
　
立
谷
川
清
掃
工
場
改
築
地

域
振
興
関
連
事
業
費
負
担
金
に
は
、

楯
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
以
外
に
も
含
ま
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
が
先
行
し
て
実

施
し
て
き
た
事
業
は
、
十
文
字
集

委
員

財
政
課
長

３月の主な補正予算
一般会計 ６億1,326万円

　
　
　
幼
稚
園
保
育
事
業
に
つ
い

委
員 厚

生
分
科
会

幼
稚
園
保
育
事
業
の
在
り
方
や

将
来
展
望
な
ど
を
審
査

会
所
な
ど
の
建
設
補
助
、
楯
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
築
お

よ
び
市
場
の
受
水
槽
移
転
の
設
計

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
、

基
準
を
超
え
た
部
分
は
広
域
環
境

事
務
組
合
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
は
満
額

借
り
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

も
っ
と
市
債
残
高
を
減
ら
す
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
は

借
金
に
は
違
い
な
い
が
、
交
付
税

に
代
わ
る
も
の
で
あ
り
、
満
額
借

り
入
れ
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い

る
。
市
長
会
を
通
じ
て
交
付
税
と

し
て
措
置
す
る
よ
う
求
め
て
お

り
、
今
後
も
そ
の
要
求
は
続
け
て

い
き
た
い
。

委
員

財
政
課
長

▲利用が増加している幼稚園保育事業

て
、
他
の
幼
稚
園
で
実
施
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２４
年
度

か
ら
の
事
業
の
実
施
意
向
を
そ
れ

ぞ
れ
の
園
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

さ
ゆ
り
幼
稚
園
だ
け
が
実
施
を
希

望
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
幼
稚
園
や
幼
稚
園
保
育
の

利
用
児
童
が
増
加
し
て
定
員
の
充

足
率
が
高
く
な
り
、
園
児
一
人
当

た
り
の
面
積
が
減
少
し
、
決
め
ら

れ
た
基
準
を
満
た
さ
な
く
な
る
よ

う
な
心
配
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
は
県

の
認
可
を
受
け
、
面
積
の
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
幼
稚
園
保
育
事
業
は
、
定
員

基
準
の
余
裕
面
積
の
範
囲
内
で

行
っ
て
お
り
、
一
人
当
た
り
の
面

積
が
基
準
を
満
た
さ
な
く
な
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た

め
、
今
は
必
要
に
迫
ら
れ
て
幼
稚

園
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

　　山形市議会では、幅広い分野にわたる市の仕事に関する
ことを、限られた日程の中でより専門的に、より効率良く審
査や調査するために委員会制度をとっているんだ。現在は、
総務、厚生、産業文教、環境建設の４つの常任委員会と、予
算、決算の２つの特別委員会があって、それぞれ受け持った
分野の条例や予算を審査したり、市の仕事の状況について調
査したりしているよ。委員会では、いろいろな角度から質問
や意見を出し合って、考えをまとめるんだ。その結果は、委
員会を代表して委員長が本会議に報告して、それを基に本会
議で議決して、最終的な議会の意思を決定するんだよ。

　　付帯決議は、議案を議決す
るときに議会の希望や意見を付
けることだよ。
　法律のような強制力はないけ
れど、市民を代表する議会の考
え方として、市長などが市の仕
事を進める時には、付帯決議に
書かれた内容をできる限り取り
入れながら進めていかなければ
ならないんだよ。

Ｑ 議会の委員会って
　 何をするところだベニ？

ベニちゃんの  教えて! 議会用語
はながた

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）
道路の除排雪等に要する経費� ……６億２，４３０万円
都市計画街路事業� ………………▲２億８，０８０万円
耐震化推進事業（小・中学校９校）�…１億３，１６９万円
小・中学校下水道切替事業（２校）�……６，２９８万円
人件費（退職手当、共済費など）�………６，２５５万円
小・中学校大規模改造事業（２校）�……５，８６０万円
屋内運動場バリアフリー化事業（９校）�…５，１１８万円
幼稚園保育事業費補助金�…………………３００万円

Ｑ 付帯決議って
　 何だベニ？

Ａ Ａ

※上記の金額は、議第１号と議第３６号を合計したものです。

※　「はながたベニちゃん」…山形市のお宝広報大使。大好きな山形市の魅力をＰＲするため、いろんなことにチャレンジする頑張り屋です。
　　　　　　　　　　　　　語尾に「〜ベニ」がつく話し方がチャームポイント。

平成２４年５月１日／１８０号
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農
業
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ

委
員 産

業
文
教
分
科
会

ナ
ナ
ビ
ー
ン
ズ
の
機
能
を

継
続
し
中
心
市
街
地
を
活
性
化

現
在
実
施
し
て
い
る
幼
稚
園
に
対

し
て
は
、
将
来
総
合
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
中
で
幼
保
一

体
化
が
進
み
実
施
さ
れ
れ
ば
、
基

本
的
に
は
総
合
こ
ど
も
園
に
移
行

す
る
方
向
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

幼
稚
園
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

幼
稚
園
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

る
４
園
と
新
た
に
実
施
す
る
１
園

に
つ
い
て
は
、
総
合
こ
ど
も
園
に

移
行
す
る
こ
と
を
十
分
検
討
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
保
育
課
長

ク
ト
支
援
事
業
費
に
つ

い
て
、
補
助
対
象
事
業

に
は
県
も
補
助
を
行
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
こ
の
補
助

事
業
は
、
製
品
の
開
発

に
対
し
て
県
が
事
業
費

を
補
助
し
、
市
が
そ
れ

に
か
さ
上
げ
す
る
も
の

で
あ
る
。
企
業
の
過
去

の
事
業
実
績
か
ら
判
断

農
政
課
長

▲中心市街地の活性化に寄与するナナビーンズ

す
る
と
、
順
調
に
販
売
実
績
を
拡

大
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ナ
ナ
ビ
ー
ン
ズ
に
つ
い
て
、

公
的
施
設
と
し
て
使
用
す
る
と
は

い
え
、
民
間
の
建
物
を
借
り
る
際

に
、
借
り
手
で
あ
る
市
が
耐
震
の

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
は
疑
問

を
感
じ
る
。
基
本
的
な
考
え
方
を

聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
し
て

か
ら
約
１０
年
が
経
過
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
延
べ
３
８
０
～
３
９
０
万

人
も
の
来
場
が
あ
っ
た
。
市
街
地

活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、
５
年
間

で
は
あ
る
が
そ
の
機
能
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
耐
震
対
策

に
つ
い
て
は
相
場
よ
り
も
低
い
額

で
賃
借
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
持

ち
主
に
全
て
の
費
用
を
求
め
る
の

は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

利
用
者
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か

委
員

商
工
観
光
部
長

環
境
建
設
分
科
会

３１
年
ぶ
り
の
豪
雪
対
策
に

除
排
雪
経
費
を
追
加
補
正

ら
、
県
と
市
も
応
分
の
負
担
を
し

た
う
え
で
耐
震
対
策
を
実
施
す
べ

き
と
の
判
断
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
安
全
面
か
ら
耐
震
対
策
を

行
う
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
賃
借

が
終
了
す
る
５
年
後
に
ま
た
同
じ

よ
う
な
問
題
が
出
て
く
る
。
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
と
っ
て
重
要
な
場
所
で

も
あ
り
、
県
や
商
店
街
な
ど
と
も

早
急
に
相
談
し
て
い
き
た
い
。

委
員

商
工
観
光
部
長

　
　
　
豪
雪
に
よ
り
追
加
し
た
臨

時
排
雪
場
周
辺
の
交
通
が
渋
滞
し

た
。
２４
年
度
以
降
の
対
応
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
臨
時

排
雪
場
の
復
旧
時
期
は
い
つ
頃
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
排
雪
場
を
追
加

す
る
場
合
は
、
同
時
に
複
数
を
開

放
し
て
渋
滞
が
な
い
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
４
月
末
ま
で

の
融
雪
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
町
内
会
な
ど
か
ら
は
、
排

雪
に
対
す
る
要
望
が
多
く
あ
っ
た

が
、
除
排
雪
の
回
数
増
や
作
業
時

間
の
延
長
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
日
１０
班
体
制

で
対
応
し
て
い
る
。
市
内
に
５
４

６
町
内
会
が
あ
り
、
対
象
路
線
は

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

▲豪雪でフル稼動した除雪車

全
面
通
行
止
め
に
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
朝
夕
の
渋
滞
を
考
慮
し

て
の
作
業
時
間
と
な
る
。
要
望
に

対
し
て
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め

に
も
現
状
へ
の
追
加
は
難
し
い
。

　
　
　
除
雪
に
関
す
る
出
動
基
準

や
自
主
判
断
地
域
に
お
け
る
出
動

の
目
安
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
除
雪
車
の
出
動

委
員

道
路
維
持
課
長

は
、市
内
統
一
基
準
と
し
て
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
雪
の
降
り
方
が
違

う
場
合
は
、
市
内
５
カ
所
の
観
測

所
の
情
報
と
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
、
地
域
を
限
定
し
て
除

雪
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
雪
対

策
に
つ
い
て
市
民
か
ら
苦
情
や
要

望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
豪

雪
対
策
本
部
に
お
い
て
今
回
の
教

訓
を
生
か
し
、
２４
年
度
以
降
の
検

討
課
題
と
し
て
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
十
日
町
双
葉
町
線
の
工
事

が
遅
れ
て
い
る
主
な
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
震
災
に
よ
り
資

材
や
人
員
な
ど
の
調
達
に
影
響
が

あ
っ
た
こ
と
と
、
工
程
の
見
直
し

に
よ
る
遅
れ
が
主
で
あ
る
。
汚
染

土
壌
掘
削
に
お
い
て
も
若
干
の
遅

れ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
裁
判
そ
の

も
の
に
よ
る
遅
れ
は
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

委
員

都
市
政
策
課
長

常　任
委 会員

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
条
例
の
設
定
な
ど
議
案
２２
件
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
基
金
の
設
置
・
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
２
件
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
、
そ
の
他
の
案
件
は
、
全
員
異
議
な
く
可
決
、
同

意
お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
審
査
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
施
設
は
西
崎
出
張
所

と
併
設
し
、
内
容
は
地
震
体
験
や

消
火
体
験
、
煙
体
験
、
１
１
９
番

通
報
体
験
、
応
急
手
当
体
験
な
ど

の
体
験
施
設
の
ほ
か
、
災
害
の
歴

史
の
パ
ネ
ル
や
非
常
用
持
ち
出
し

予
防
課
長

総
務
委
員
会

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

防
災
セ
ン
タ
ー
の
運
営
準
備
を

　
　
　
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
の
概

要
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

委
員
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品
の
展
示
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
支
援
な
ど
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

最
大
６０
人
に
対
応
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

　
　
　
利
用
時
間
と
休
館
日
は
ど

委
員

う
か
。
市
民
が
利
活
用
し
や
す
い

配
慮
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
開
館
時
間
は
午
前
９

時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
し
、

休
館
日
は
月
曜
日
と
年
末
年
始
と

す
る
。
入
館
料
は
無
料
で
あ
る
。

な
お
、
利
用
時
間
は
、
開
館
後
の

利
用
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
対
処

し
た
い
。

　
　
　
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
個
人
市
民
税
の
均
等
割

額
に
５
０
０
円
加
算
さ
れ
る
が
、

県
民
税
も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
県
に
は
緑
環
境
税

も
あ
り
、
議
会
へ
の
提
案
時
期
を

予
防
課
長

委
員

市
民
税
課
長

▲市民防災センター（西崎出張所）完成イメージ図

検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
今
回
の
改
正
で
増
収
と
な

る
分
を
、
防
災
関
係
の
財
源
に
振

り
向
け
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
ま
で

の
５
年
間
の
防
災
・
減
災
事
業
の

財
源
と
し
た
い
。
防
災
行
政
無
線

の
整
備
や
資
器
材
・
備
蓄
関
係
の

備
え
、
市
有
施
設
の
耐
震
化
の
推

進
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
た
め

に
使
っ
て
い
き
た
い
。

◆
一
部
委
員
か
ら
、
市
民
税
均
等

割
の
値
上
げ
は
１１
万
人
に
影
響
し
、

低
所
得
者
に
も
負
担
に
な
る
た
め

反
対
す
る
、
と
の
発
言
あ
り
。

委
員

市
民
税
課
長

厚
生
委
員
会

介
護
保
険
料
改
定
と
こ
ど
も
医
療

給
付
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
審
査

　
　
　
他
の
自
治
体
の
介
護
保
険

料
月
額
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
で
は
４
５

７
５
円
と
な
り
、
他
の
東
北
の
県

庁
所
在
都
市
で
は
、
い
ず
れ
も
５

０
０
０
円
を
超
え
る
金
額
で
あ
る
。

ま
た
、
県
内
で
も
５
０
０
０
円
を

超
え
る
自
治
体
は
、
米
沢
市
、
鶴

岡
市
、
酒
田
市
、
新
庄
市
な
ど
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
れ
ば
保
険
料
に
跳
ね
返
っ
て
く

る
介
護
保
険
は
、
制
度
そ
の
も
の

に
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

国
に
対
し
て
制
度
の
改
善
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

委
員

介
護
保
険
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
制
度
の
中
身
に

つ
い
て
は
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
の
中
で
検
討
作
業
が
進
ん
で

い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
県
を
通
し

て
市
の
意
見
を
国
に
示
し
て
い
き

た
い
。
昨
年
の
全
国
市
長
会
で
も

国
に
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
重

点
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
策
を

国
の
責
任
に
お
い
て
講
じ
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。

　
　
　
外
来
療
養
な
ど
の
こ
ど
も

医
療
給
付
は
天
童
市
が
中
学
校
３

年
生
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
全
国

の
市
町
村
で
こ
ど
も
医
療
給
付
制

度
に
ば
ら
つ
き
が
出
て
お
り
、
こ

の
状
態
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
医
療

制
度
は
子
育
て
支
援
と
し
て
国
が

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
て
お

り
、
国
が
主
体
と
な
っ
た
医
療
給

付
制
度
の
確
立
を
行
う
よ
う
要
望

し
て
い
る
。

介
護
保
険
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

産
業
文
教
委
員
会

ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
基
金
の

設
置
に
つ
い
て
付
帯
決
議
を
可
決

　
　
　
今
後
の
基
金
積
み
立
て
と

ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
時
期
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
施
設

整
備
基
金
か
ら
４
億
円
を
繰
り
入

れ
る
ほ
か
、
平
成
２４
年
度
以
降
、

毎
年
５
０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
、

想
定
し
て
い
る
建
設
費
用
の
４
分

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

の
１
で
あ
る
６
億
円
程
度
を
確
保

す
る
。
２７
年
度
に
は
着
工
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
ほ
か
に
、
今
後
整
備
を
計

画
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
陸
上
競

技
場
を
改
修
す
る
（
仮
称
）
市
球

技
場
や
野
球
場
が
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
既
存
施
設
に
つ
い
て
は
随
時

改
修
を
行
っ
て
い
く
。

◆
一
部
委
員
か
ら
、
か
つ
て
市
民

が
描
い
て
き
た
ド
ー
ム
型
競
技
場

の
イ
メ
ー
ジ
と
、
今
回
の
ド
ー
ム

型
競
技
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く

乖か
い

離り

し
て
い
る
。
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
建
設
あ
り
き
の
基
金
設

置
に
は
疑
問
が
あ
り
こ
の
議
案
に

は
反
対
す
る
、
と
の
発
言
あ
り
。

◆
ド
ー
ム
型
競
技
場
基
金
の
設
置

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
採
決
し

た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。
ま
た
採
決

後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な

ど
に
関
し
、
産
業
文
教
委
員
会
と

し
て
の
付
帯
決
議
を
可
決
し
た
。

　
　
　
付

※

帯
決
議
（
要
旨
）

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
目
的

と
し
た
基
金
の
積
み
増
し
に
つ
い

て
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
ド
ー

ム
型
競
技
場
の
建
設
目
的
、規
模
、

維
持
管
理
経
費
、
県
そ
の
他
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
の
関
連
な

ど
に
つ
い
て
、
よ
り
検
討
・
調
整

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
市
に
お

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

請　　願
　３月定例会で審議された請願は、新たに提出された２件と、
継続中の１件を合わせた３件です。結果は以下の通りです。
� （※印は新たに提出されたもの）

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

※

公的年金の「特例水準解消・
２．５％削減」は行わないよう求
めることについて 阿曽　　隆 厚　生 継　続
全日本年金者組合山形支部
支部長　武田道隆

※
消費税増税に反対することにつ
いて 佐藤亜希子

川口　充律 総　務 継　続
消費税廃止山形地区各界連絡会
代表　佐藤　弘
速やかな取調べの可視化（取調
べの全過程の録画）の実現を求
めることについて

遠藤　吉久
渡辺　　元
阿曽　　隆

総　務 継　続
山形県弁護士会
会長　山上　朗

※　付帯決議…１５ページのはながたベニちゃんの教えて議会用語をご覧ください。

平成２４年５月１日／１８０号
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会 議 ■■
■■

■■
■■ 日 誌

環
境
建
設
委
員
会

新
た
に
１９
路
線
を

市
道
に
認
定

　
　
　
新
た
な
市
道
路
線
の
認
定

が
１９
路
線
で
あ
る
が
、
市
道
に
認

定
さ
れ
れ
ば
、
全
市
一
斉
除
雪
の

委
員

際
は
全
て
対
象
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
に
は
全

て
の
市
道
が
除
雪
対
象
と
な
る
が
、

除
雪
車
の
入
れ
な
い
狭
い
道
路
や

回
転
広
場
が
無
く
雪
を
押
し
込
む

場
所
が
無
い
道
路
は
、
除
雪
計
画

路
線
か
ら
外
し
て
い
る
。

　
　
　
青
田
２９
号
線
は
行
き
止
ま

り
の
よ
う
だ
が
、
行
き
止
ま
り
部

分
に
つ
い
て
は
市
道
と
し
て
認
定

す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
開
発
行
為
な
ど

に
よ
り
市
道
と
し
て
新
規
認
定
す

る
場
合
、
回
転
広
場
の
無
い
行
き

止
ま
り
の
道
路
は
市
道
認
定
を
行

わ
な
い
が
、
こ
の
道
路
は
、
既
存

の
市
道
路
線
の
一
部
を
引
き
継
ぐ

も
の
で
あ
る
た
め
、
行
き
止
ま
り

で
は
あ
る
が
市
道
と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
入
居
資
格
に

お
い
て
同
居
親
族
要
件
を
維
持
す

る
と
い
う
が
、
親
子
で
入
居
し
て

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

▲市営住宅の入居申し込みは食糧会館（旅篭町）で

い
る
場
合
、
親
が
死
亡

し
た
と
き
に
残
さ
れ
た

子
ど
も
は
退
居
さ
せ
ら

れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
配
偶

者
や
高
齢
の
親
は
、
引

き
続
き
入
居
が
可
能
で

あ
る
が
、
子
ど
も
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
条

例
改
正
に
よ
り
、
現
在

入
居
し
て
い
る
人
が
退

居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
高
齢

管
理
住
宅
課
長

委
員

管
理
住
宅
課
長

者
と
障
が
い
者
な
ど
は
、
戸
数
限

定
で
は
あ
る
が
、
現
行
で
も
単
身

で
入
居
で
き
る
制
度
が
あ
る
。
基

本
的
に
は
現
行
の
ま
ま
家
族
向
け

に
提
供
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
現
在
の
入
居
者
へ
の
直

接
の
影
響
は
な
い
。

人�
事�

案�

件

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
現
教

育
長
で
あ
る
後
藤
氏
の
任
命
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
後ご

藤と
う　
恒つ
ね
裕ひ
ろ�

氏
（
蔵
王
半
郷
）

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
３
月

３１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
半
田
氏
の
選
任
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
半は
ん
田だ　
　
稔
み
の
る�

氏
（
松
見
町
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
４
人

の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の
推
薦
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
安あ

倍べ　
信の
ぶ
雄お�

氏
（
江
南
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　
勝か
つ
見み　
祐ゆ
う
子こ�

氏
（
銅
町
）

　
斎さ
い
藤と
う
眞ま

志し

子こ�

氏
（
西
崎
）

　
柳や
な
ぎ橋は
し
　
幸ゆ
き
男お�

氏
（
沼
の
辺
町
）

討
委
員
会
、
産
業
文
教
委

員
会

１６
日　
議
会
運
営
委
員
会

１７
日　
総
務
委
員
会

２３
日　
環
境
建
設
委
員
会

　
　
　
３
月
定
例
会
開
会

　
　
　
本
会
議
、
全
員
協
議
会
、

議
会
運
営
委
員
会

２８
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

（
１
月
）

２６
日　
総
務
委
員
会

（
２
月
）

１４
日　
全
員
協
議
会
、

議
会
改
革
検

い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格

段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

１　
ド
ー
ム
型
競
技
場
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
野
球
場
を
は
じ
め

と
す
る
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

建
て
替
え
・
新
設
の
検
討
状
況

や
、
県
の
施
設
整
備
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
の

優
先
順
位
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
た
中
で
、
県
都
と
し
て
の
機

能
と
役
割
を
十
分
に
反
映
で
き

る
よ
う
、
各
種
協
議
を
踏
ま

え
、
総
合
的
な
施
設
整
備
計
画

の
中
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

２　
ド
ー
ム
型
競
技
場
の
完
成
時

期
、
建
設
費
用
な
ど
の
財
源
、

維
持
管
理
経
費
、
建
設
地
の
選

定
手
法
、
想
定
さ
れ
る
利
用
者

な
ど
、
全
体
像
を
早
期
に
提
示

す
る
こ
と
。

３　
多
額
の
予
算
を
要
す
る
事
業

で
あ
り
、
建
設
構
想
・
計
画
の

策
定
そ
の
他
事
業
の
実
施
な
ど

に
当
た
っ
て
は
、
全
庁
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
、
多

く
の
部
署
の
機
能
や
ア
イ
デ
ィ

ア
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

市政トピックス
　２月２３日の全員協議会で次の報告がありました。
議会としても、解決に向け議論を重ねていきます。

吉林・山形友好会館を現地視察

　上山市大石蔭地区の用地確保が困難であることか
ら、同地区への新清掃工場建設を断念するとの報告
がありました。１カ所は本市内の立谷川地区への建
設が決定しておりますが、もう１カ所については改
めて２市２町の中で候補地選定を進めて行くことに
なります。

　２月８日から１１日まで、議会（鑓水副議長、菊地
総務委員長が参加）と執行部が合同で、中国吉林市
の吉林・山形友好会館の現地調査を行いました。
　現地では、友好会館や展示品の移設候補地などを
調査・視察するとともに、吉林市外事弁公室および
吉林市副市長と面談してきました。吉林市としては、
友好会館を新たな場所に移してさらなる交流を図っ
ていきたいとの意向であり、この度の調査結果を踏
まえ、今後の対応を慎重に検討していきます。

上山市大石蔭地区への新清掃工場建設断念
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検 索山形市議会インターネット中継

み よみ り 情 報 ２９
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

（
３
月
）

１
日　
予
算
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
、
議
会
改
革
検
討

委
員
会

２
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会
（
補
正

予
算
）、
議
会
運
営
委
員
会

６
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
予
算

委
員
会
、
本
会
議
、
議
会

図
書
室
運
営
委
員
会

７
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会
（
新
年

度
予
算
）

８
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会
（
新
年

度
予
算
）

１２
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
委
員
会
、
厚

生・産
業
文
教
分
科
会（
新

年
度
予
算
）

１４
日　
予
算
委
員
会
、
全
員
協
議

会
、
産
業
文
教
委
員
会

１５
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

１６
日　
本
会
議
、
予
算
委
員
会
、

総
務
・
環
境
建
設
分
科
会

（
補
正
予
算
）、
産
業
文
教

委
員
会

　
　
　
３
月
定
例
会
閉
会

　
　
　
全
員
協
議
会

２７
日　
議
会
報
委
員
会

（
６
月
）

７
日　
議
会
運
営
委
員
会

１４
日　
本
会
議
（
開
会
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

１９
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

２０
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

２１
日　
予
算
委
員
会

２２
日　
予
算
分
科
会

２５
日　
常
任
委
員
会

２７
日　
予
算
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

２８
日　
議
会
運
営
委
員
会

２９
日　
本
会
議
（
閉
会
）

　
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
６
４
２
）
８
４
０
４

６
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

予算・決算委員会、全員協議会を
インターネットで中継します

 山形市　あじさい祭り
と　き　６月下旬〜７月中旬　ところ　村木沢・出塩文殊堂
内　容　出塩文殊堂参道で約４０種類、２５００株のあじさいを楽しめます。
問い合わせ先　村木沢地区振興会・あじさい祭り実行委員会　☎６４３－２０５０

 上山市　スマイルプロジェクト☆
きらり

かみのやま
と　き　７月２８日（土）午後６時３０分〜午後９時
ところ　上山市民総合運動公園
内　容　みんなに夢と笑顔を与えるイベント。クライマックスには

大輪の花火も。
問い合わせ先　上山青年会議所　☎６７２－７７２１

 山辺町　ラベンダー園「かほりの広場」オープン
と　き　６月下旬〜７月上旬
ところ　山辺町玉虫沼農村公園「かほりの広場」
内　容　紫色のかわいらしい花が咲き誇る。ラベンダーソフトク

リームも販売。
問い合わせ先　山辺町産業課　農村整備係　☎６６７－１１０６

 中山町　第２２回全国かぶと虫相撲大会
と　き　７月２２日（日）予定　午前８時４５分〜
ところ　中山町総合体育館
内　容　相撲大会、木のぼりレースほか
問い合わせ先　日本かぶと虫相撲協会
� ☎６６２－５７７７（ひまわり温泉ゆ・ら・ら内）

　インターネット中継を行っている本会議に加
え、６月定例会から予算・決算委員会、全員協議
会の生中継を開始します。会議の概ね５日後には、
録画配信も行います。中継の日程はホームページ
でご覧いただけます。簡単な操作で視聴できます
ので、活発な議論の様子をぜひご覧ください。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
行
っ
て
い
る
「
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
研
修
生
と
し
て
市
議
会
議
員
と
行
動
を

共
に
し
て
き
た
大
学
生
に
、
議
会
や
議
員
活
動
の
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。 研

修
生
か
ら
み
た
議
会

を
し
て
い
る
の
か
を
目
の
前
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
見
る
様
子
と
は
違
い
緊

迫
感
に
あ
ふ
れ
、
特
に
一
般
質

問
で
の
質
疑
・
答
弁
は
新
鮮
で

し
た
。
市
民
の
方
々
に
も
市
政

へ
の
知
識
を
深
め
、
市
政
を
身

近
に
感
じ
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

一
度
、
議
会
を
傍
聴
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
議
会
傍
聴
に
行
き
た

い
で
す
。

　
今
回
、
初
め
て
議
会
を
傍
聴

す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
生
活

に
直
結
し
た
重
要
な
問
題
の
審

議
や
議
員
が
ど
の
よ
う
な
活
動

議
会
傍
聴
を

�

し
て
み
て

山
形
大
学
　
千
葉
麻
由
美

で
は
報
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

い
議
員
の
生
の
姿
で
し
た
。
休

日
返
上
で
熱
心
に
市
民
の
方
々

の
声
を
聞
き
、
少
し
で
も
市
政

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る

姿
や
、
議
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
活
発
な
議
論
か
ら
、
議
員
の

方
々
の
こ
の
山
形
市
に
対
す
る

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ま
も
議

会
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
そ
の
情

熱
を
感
じ
、
少
し
で
も
市
政
に

対
す
る
興
味
と
期
待
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
私
は
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
し
て
春
休
み
の
２
カ
月
間

を
議
員
に
付
き
添
い
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
見
た

も
の
は
、
普
段
マ
ス
コ
ミ
な
ど

活
動
を
通
し
て

　
　
感
じ
た
情
熱

山
形
大
学
　
糟
谷
　
　
謙
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今
年
の
雪
は
す
ご
か
っ
た
で
す

ね
。
市
役
所
に
豪
雪
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
私
た
ち
議
員
へ
の
電

話
は｢

雪
を
な
ん
と
か
し
て
く

れ
ー｣

と
い
う
市
民
の
声
で
鳴
り

や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
被
災
地
に

人
も
機
械
も
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
中
に
は
お
金
を
か
け
た

割
に
納
得
感
が
少
な
か
っ
た
部
分

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
教
訓
に
次
の
豪
雪
に
備
え
た

い
も
の
で
す
。
で
も
雪
は
消
え
て

し
ま
う
の
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
金

粉
だ
っ
た
ら
…
…
。

　
東
日
本
大
震
災
の
一
周
年
慰
霊

祭
が
山
形
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
市
に
避
難
し
て
い
る
方
は

約
５
７
０
０
人
だ
そ
う
で
、
新
一

年
生
は
９０
人
が
入
学
予
定
で
す
。

元
気
で
通
学
し
て
欲
し
い
で
す
。

山
形
の
桜
が
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
報
委
員　
伊
藤　
美
代
子

編
集
後
記

表紙写真を募集中！
　さらに親しまれる議会報を目指
して、「やまがた市議会報」の表
紙を飾る写真を募集しています。

あて先・お問い合わせ先
　山形市議会事務局
　　☎０２３−6４２−8４０４

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号 平成２３年度山形市一般会計補正予算
　道路の除排雪などに要する経費、学校施設の耐震化などに係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第２号 平成２４年度山形市一般会計予算
　内容は８ページの「平成２４年度予算の概要」をご覧ください。

可決
（賛成多数）

議第３号

〜

議第１３号

平成２４年度山形市水道事業会計予算、平成２４年度山形市公共下水道事業会計予算
平成２４年度山形市立病院済生館事業会計予算、平成２４年度山形市国民健康保険事業会計予算
平成２４年度山形市後期高齢者医療事業会計予算、平成２４年度山形市介護保険事業会計予算
平成２４年度山形市区画整理事業会計予算、平成２４年度山形市財産区会計、平成２４年度山形市駐車場事業会計予算
平成２４年度山形市公設地方卸売市場事業会計予算、平成２４年度山形市農業集落排水事業会計補正予算
　内容は８ページの「平成２４年度予算の概要」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議第１４号

〜

議第１６号
市道路線の認定について、市道路線の廃止について、市道路線の変更について
　１９路線について市道に認定、１路線の市道を廃止、５路線の市道を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第１７号 字の区域及び名称の変更について
　蔵王みはらしの丘地区の、字の区域および名称をみはらしの丘一丁目〜五丁目に変更するものです。

可決
（全会一致）

議第１８号 損害賠償の額の決定について
　市立病院済生館における医療事故に対して、損害賠償の額を議決するものです。

同意
（全会一致）

議第１９号 平成２３年度山形広域行政協議会歳入歳出決算の認定について
　平成２３年１２月に解散した山形広域行政協議会の２３年度決算について、議会の認定を付するものです。

認定
（全会一致）

議第２０号 山形1市公有地の拡大の推進に関する法律施行令第３条第３項ただし書の規模を定める条例の設定について
　県からの権限移譲に伴い、土地を有償譲渡する際に市長への届出が必要となる土地の面積規模の特例を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２１号 山形市市民防災センター条例の設定について
　平成２４年１０月開館予定の市民防災センターの設置および管理などについて定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２２号 山形市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部改正について
　消防署の西出張所と北出張所を統合し、西崎出張所を設置するものです。

可決
（全会一致）

議第２３号
山形市火災予防条例の一部改正について
　消防法による規制の対象となる危険物の追加に伴う経過措置を定めるとともに、浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所の設置
許可に係る手数料の額を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第２４号 山形市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について
　生涯スポーツの普及・振興を図るため、ドーム型競技場建設基金を設置するものです。

可決
（賛成多数）

議第２５号 山形市市税条例の一部改正について
　地方税法の改正に伴い、個人の市民税に係る均等割の税率に特例を設けることなどを改正するものです。

可決
（賛成多数）

議第２６号 山形市手数料条例等の一部改正について
　外国人登録法の廃止などに伴い、外国人登録原票の記載事項証明手数料の廃止などを改正するものです。

可決
（全会一致）

議第２７号
山形市福祉医療給付金支給条例の一部改正について
　こども医療給付金について、外来療養および指定訪問看護に係る支給対象者の範囲を小学校３年生までに拡大するとと
もに、一部負担金のすべてを撤廃するものです。

可決
（全会一致）

議第２８号 山形市知的障害児通園施設及び障害者支援施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
　こまくさ学園、恵光園、蔵王通勤寮について、施設の位置付けを変更するなどの改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第２９号 山形市デイサービスセンター条例及び山形市特別養護老人ホーム条例の一部改正について
　介護保険法の改正に伴い、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第３０号 山形市介護保険条例の一部改正について
　平成２４年度から２６年度までの介護保険料について定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３１号 山形市水防協議会条例の一部改正について
　水防法の改正に伴い、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第３２号 山形市営住宅条例の一部改正について
　市営住宅の入居資格における同居親族要件を継続することなどを改正するものです。

可決
（全会一致）

議第３３号 山形市立図書館条例の一部改正について
　図書館法の改正に伴い、図書館協議会委員の任命基準を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第３４号 山形市農業委員会委員の選挙区及び定数に関する条例の一部改正について
　蔵王みはらしの丘地区における上山市との境界変更などに伴い、選挙区の区域に係る規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３５号 山形市水道給水条例の一部改正について
　蔵王みはらしの丘地区における上山市との境界変更などに伴い、給水区域に係る規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第３６号 平成２３年度山形市一般会計補正予算
　道路の除排雪などに要する経費が想定を上回ったことによる補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第３７号
議第３８号

山形市教育委員会委員の任命について、山形市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　内容は１８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議会案
第１号

山形市議会委員会条例の一部改正について
　行政組織の改編および委員会の所管事項の変更に伴う条例改正です。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（３月定例会）

※議第１号は３月６日に議決。その他の議案および議会案は３月１６日に議決。
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